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二
二

本
稿
の
目
的
は
、
①
一
九
世
紀
末
の
ア
メ
リ
カ
東
部
都
市
部
で
は
じ
ま
っ
た
ア
メ

リ
カ
先
住
民
に
対
す
る
同
化
運
動
（
先
住
民
改
革
）
が
、
ど
の
よ
う
な
社
会
経
済
的

特
質
を
持
つ
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
、
②
そ
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
が

革
新
主
義
時
代
ま
で
に
い
か
に
変
容
し
た
の
か
、
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、

③
先
住
民
改
革
史
の
視
点
か
ら
、
当
時
の
諸
改
革
運
動
に
関
す
る
学
説
を
見
直
す
こ

と
で
あ
る
。

具
体
的
な
分
析
対
象
は
、
モ
ホ
ン
ク
湖
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
友
愛
者
年

L
ake

M
ohonk

C
onference

ofF
riends

ofthe
Indian

次
会
議
で
あ
る
。

こ
の
会
議
は
、
民
間
の
活
動
家
の
み
な
ら
ず
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
指
導
者
・
連

邦
政
府
の
官
僚
・
政
治
家
な
ど
が
一
堂
に
会
し
た
先
住
民
改
革
の
中
心
組
織
で
あ

り
、
連
邦
先
住
民
政
策
を
決
定
的
に
方
向
づ
け
た
点
で
か
く
べ
つ
重
要
な
意
義
を
持

つ
。
ま
た
、
世
紀
転
換
期
以
降
に
は
、
海
外
先
住
民
に
も
関
心
を
向
け
、
先
住
民
問

題
の
専
門
家
と
し
て
帝
国
主
義
政
策
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
会
議

出
席
者
は
、
先
住
民
改
革
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
諸
分
野
の
著
名
な
改
革
者
を
ふ
く
ん

で
い
た
（
図
１
）。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
分
析
は
、
第
一
義
的
に
は
先
住
民
改
革

者
の
分
析
で
あ
る
が
、
一
九
世
紀
末
の
東
部
都
市
部
の
諸
改
革
に
多
く
の
指
導
者
を

輩
出
し
た
「
改
革
者
層
」
と
も
い
う
べ
き
社
会
階
層
に
つ
い
て
の
考
察
と
も
な
る
。

さ
て
、
具
体
的
な
分
析
に
入
る
前
に
本
稿
の
構
成
を
示
し
て
お
き
た
い
。
最
初
に
、

革
新
主
義
の
研
究
状
況
、
一
九
世
紀
後
半
の
改
革
の
研
究
状
況
、
先
住
民
改
革
の
研

究
状
況
を
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
、
本
稿
を
研
究
史
上
に
位
置
づ
け
る
（
Ⅰ
）。
続
い

て
、
分
析
対
象
で
あ
る
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
の
概
要
と
、
本
稿
が
用
い
る
分
析
方
法
を

説
明
す
る
（
Ⅱ
）。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
統
計
的
手
法
を
用
い
て
会
議
出

席
者
の
社
会
経
済
的
背
景
を
分
析
し
て
い
く
（
Ⅲ
）。

Ⅰ
　
研
究
史

革
新
主
義
研
究
の
状
況q

革
新
主
義
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
合
衆
国
で
、
工
業
化
、

都
市
化
と
い
っ
た
社
会
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
生
じ
た
改
革
運
動
で
あ
る
。
そ
れ

は
特
定
の
改
革
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
農
村
部
の
鉄
道
運
賃
問
題
か
ら
、
都
市
部

の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
、
公
務
員
任
用
制
度
改
革
、
労
働
運
動
、
そ
し
て
独
占
や
通

貨
の
問
題
に
至
る
ま
で
数
多
く
の
ト
ピ
ッ
ク
を
含
み
、
保
守
・
革
新
の
境
目
す
ら
区

別
不
可
能
な
改
革
運
動
の
総
体
で
あ
る
。

研
究
史
に
お
い
て
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
多
く
の
論
争
を
生

ん
だ
、
ホ
ー
フ
ス
タ
ッ

R
ich

ard
H

ofstadter

タ
ー
の
著
作
で
あ
る
。
先
住
民
改
革
を
当
時
の
諸
改
革
の
な

か
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
本
稿
の
目
的
か
ら
す
れ
ば
、
彼
の
著
作
や
、
そ
れ
に
対
す

る
研
究
者
の
批
判
の
検
討
は
欠
か
な
せ
い
の
で
、
以
下
に
詳
述
し
た
い
。

ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
の
新
機
軸
は
、
農
村
中
心
の
革
新
的
な
改
革
と
評
価
す
る
そ

れ
ま
で
の
革
新
主
義
理
解
に
疑
問
を
呈
し
、
都
市
を
中
心
と
し
た
保
守
的
で
懐
古
的

な
運
動
と
し
て
こ
れ
を
再
定
義
し
た
こ
と
に
あ
るw

。
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
の
担
い
手
は

南
北
戦
争
後
に
生
ま
れ
た
旧
家
出
身
の
ワ
ス
プ
で
、
大
学
教
育
を
受
け
、
都
市
の
ク

ラ
ブ
や
改
革
団
体
に
所
属
す
る
東
部
の
「
旧
エ
リ
ー
ト
」
中
産
階
級
の
世
論
指
導
者

一
九
世
紀
末
か
ら
革
新
主
義
時
代
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
東
部
諸
改
革
運
動
の
系
譜

―
ア
メ
リ
カ
先
住
民
（
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
）
改
革
者
の
分
析
を
通
し
て

―

宮
　
　
下
　
　
敬
　
　
志



で
あ
る
。
彼
ら
は
、
新
興
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
ボ
ス
政
治
家
な
ど
の
新
興
エ
リ
ー
ト
に

社
会
的
影
響
力
を
奪
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
起
こ
し
た
改
革

こ
そ
が
、
革
新
主
義
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
るe

。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、「
旧
エ

リ
ー
ト
」
が
壮
年
期
を
迎
え
た
世
紀
転
換
期
に
本
格
的
に
始
ま
っ
た
と
説
明
し
た
。

一
九
六
〇
年
以
降
、
こ
の
「
地
位
革
命
論
」
は
多
く
の
批
判
を
呼
ん
だr

。
そ
の
中

で
も
、
ウ
ィ
ー
ビ

R
obert

H
.W

iebe

ー
の
「
新
中
産
階
級
論
」
は
、
右
派
・
左
派
を
問
わ
ず
、
多
く
の

研
究
者
に
注
目
さ
れ
た
。
彼
は
、
新
興
中
産
層
の
出
現
と
、
改
革
が
彼
ら
に
も
た
ら

す
利
益
と
に
着
目
し
て
、
運
動
の
担
い
手
は
新
中
産
階
級
で
あ
っ
た
と
捉
え
な
お
すt

。

そ
し
て
、「
革
新
主
義
の
核
心
は
、
新
中
産
階
級
が
官
僚
的
な
手
段
を
通
し
て
、
そ

の
運
命
を
満
た
す
た
め
の
野
心
で
あ
っ
た
」
と
理
解
し
たy

。

し
か
し
、
後
に
リ
ン
ク
と
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク

A
u

th
u

r
S

.L
in

k
an

d
R

ich
ard

L
.M

cC
orm

ick

が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
地
位
革
命
論
」

と
「
新
中
産
階
級
論
」
と
は
共
に
、
改
革
者
の
社
会
経
済
的
な
背
景
を
説
明
す
る
際
、

「
中
産
階
級
と
い
う
実
際
の
と
こ
ろ
何
の
意
味
も
示
さ
な
い
語
」
を
使
っ
て
い
る
と

い
う
欠
点
が
あ
るu

。
当
時
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
・
法
律
家
・
医
者
・
牧
師
・
大
学
教

授
・
専
門
職
は
も
ち
ろ
ん
、
熟
練
労
働
者
・
商
人
・
自
営
農
民
や
そ
の
他
無
数
の

人
々
も
中
産
階
級
で
あ
っ
た
。

事
例
研
究
で
こ
の
点
を
指
摘
し
た
の
が
セ
ー
レ
ン

D
avid

P
.

T
h

elen

で
あ
る
。
彼
は
、
階
級
対
立
が

革
新
主
義
の
原
因
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
例
証
し
、「
社
会
階
層
間
の
連
携
」
こ
そ

が
革
新
主
義
の
本
質
的
な
特
徴
で
あ
る
と
し
たi

。
ま
た
ジ
ャ
ニ
ッ
ク

H
erb

ert
F

.
J

a
n

ick

の
事
例
研
究
も
、

「
旧
エ
リ
ー
ト
」
と
新
興
エ
リ
ー
ト
が
協
調
し
て
改
革
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
るo

。

さ
ら
に
、
革
新
主
義
の
担
い
手
を
め
ぐ
る
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
フ
ァ
イ
リ
ー

P
eter

G
.

F
ilen

e

ン

の
研
究
に
よ
っ
て
大
き
く
転
換
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た!0

。
な
ぜ
な
ら
、
歴
史

的
な
現
象
と
し
て
の
「
革
新
主
義
」
や
、
階
級
や
職
業
で
区
別
し
う
る
「
革
新
主
義

者
」
は
一
貫
し
て
存
在
せ
ず
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
一
時
的
に
諸
階
層
が
緩
く
連

合
し
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
、
彼
に
よ
っ
て
例
証
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
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二
三

一
九
世
紀
末
か
ら
革
新
主
義
時
代
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
東
部
諸
改
革
運
動
の
系
譜

0 50 100 150 200 250

黒人改革 
都市の慈善運動（児童改革含） 

都市の政治改革運動（教育改革含） 
刑務所改革 
慈善家 
平和運動 

宗教関係の改革 
禁酒運動 

女性参政権運動 
女性参政権反対運動 
反カトリック/移民 

海外先住民問題（帝国主義） 
動物愛護 

213
90

74
66

72
194

97
136

49
25

122
102

3

（単位：人）

（図１）モホンク湖会議出席者の諸改革運動への関心 

典拠：モホンク湖インディアン友愛者会議の議事録を基に筆者が調査したもの 



そ
の
後
の
研
究
者
は
、
彼
の
説
を
受
け
入
れ
て
、「
革
新
主
義
」
や
「
革
新
主
義

者
」
と
い
う
単
一
の
ま
と
ま
り
に
は
関
心
を
向
け
な
く
な
っ
た
。
む
し
ろ
、
今
ま
で

一
つ
の
運
動
と
理
解
さ
れ
て
き
た
「
革
新
主
義
」
の
多
様
性
を
分
析
し
た
り
、「
改

革
さ
れ
る
側
」
か
ら
の
改
革
運
動
へ
の
参
加
を
分
析
し
た
り
、
従
来
革
新
主
義
の
範

疇
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
改
革
や
、
女
性
改
革
者
に
注
目
し
た
り

し
て
、
広
く
個
々
の
改
革
運
動
を
評
価
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
る!1

。
な
お
、
革
新
主

義
の
開
始
時
期
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
一
八
九
三
年
不
況
に
求
め
、
一
九
〇

〇
年
前
後
に
本
格
化
し
た
と
す
る
考
え
方
が
、
ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
以
後
の
主
流
と

し
て
つ
づ
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
不
況
前
後
の
改
革
運
動
の
思
想
的
・
方
法
論
的
変

化
を
強
調
し
て
き
た!2

。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
革
新
主
義
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
こ
な
か
っ
た
盲
点
と
い
う

べ
き
も
の
を
、
こ
こ
で
三
点
挙
げ
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
革
新
主
義
の
担
い
手
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
従
来
こ
の
分
野
の
研
究

は
思
想
史
に
集
中
し
て
き
た
き
ら
い
が
あ
り
、
改
革
指
導
者
の
社
会
経
済
的
特
質
の

分
析
は
非
常
に
少
な
い
。
特
に
東
部
都
市
部
の
革
新
主
義
者
を
分
析
し
た
研
究
は
、

革
新
党
の
指
導
者
層
分
析
を
除
け
ば
皆
無
で
あ
る!3

。
そ
の
欠
を
埋
め
る
た
め
に
、
さ

し
あ
た
り
本
稿
は
、
数
量
的
分
析
が
最
も
欠
け
て
い
る
革
新
主
義
初
期
を
分
析
対
象

と
す
る!4

。

第
二
に
、
革
新
主
義
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
で
あ
る
。
た
し
か
に
一
九
〇
〇
年
前

後
の
改
革
運
動
に
思
想
的
・
方
法
論
的
変
化
が
起
こ
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
ろ
う
。
し

か
し
改
革
者
の
人
的
起
源
の
問
題
―
改
革
運
動
の
変
容
が
、
一
九
世
紀
末
か
ら
存
在

し
た
改
革
者
の
「
内
面
的
な
意
識
革
命
」
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
担
い
手
自
体

の
地
位
が
変
化
す
る
「
地
位
革
命
」
だ
っ
た
の
か
―
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
に
か
け
て
、
先

住
民
改
革
者
の
社
会
経
済
的
特
質
に
著
し
い
変
化
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
、
本
稿

は
大
き
な
注
意
を
払
う
。

第
三
に
、
黒
人
、
移
民
な
ど
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
改
革
に
ま
つ
わ
る
問
題
で
あ
る
。

ホ
ワ
イ
ト

R
on

ald
C

.W
h

ite

が
黒
人
改
革
研
究
の
分
野
か
ら
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
従
来
の
研
究
は
、

教
会
系
の
改
革
者
の
間
で
盛
ん
で
あ
っ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
改
革
を
革
新
主
義
の
分

析
対
象
か
ら
除
外
し
て
き
た!5

。
先
住
民
改
革
者
を
対
象
と
す
る
本
稿
は
、
こ
の
欠
落

点
を
一
定
程
度
補
う
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
九
世
紀
後
半
の
改
革
研
究
の
状
況

一
九
世
紀
末
の
改
革
の
多
く
は
、
奴
隷
解

放
運
動
に
由
来
す
る
。
奴
隷
解
放
運
動
は
、
広
範
な
社
会
層
か
ら
多
様
な
関
心
を
持

つ
改
革
者
を
集
め
た
が
、
南
北
戦
争
以
後
、
都
市
政
治
・
黒
人
教
育
・
禁
酒
・
先
住

民
同
化
な
ど
の
改
革
に
専
門
化
し
て
い
っ
た!6

。
そ
の
中
か
ら
、
こ
こ
で
は
一
九
世
紀

後
半
の
都
市
政
治
改
革
と
黒
人
教
育
改
革
に
つ
い
て
の
研
究
状
況
を
ま
と
め
よ
う
。

は
じ
め
に
、
都
市
政
治
改
革
で
あ
る
。
奴
隷
解
放
運
動
家
で
、
再
建
期
に
政
治
改

革
に
関
心
を
向
け
た
者
は
、
主
に
共
和
党
急
進
派
と
し
て
活
動
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
大
半
は
一
八
七
〇
年
代
の
自
由
共
和
党
に

L
ib

era
l

R
ep

u
b

lica
n

P
a

rty

参
加
し
た
の
ち
、
八
四
年
大
統
領
選
挙

で
共
和
党
か
ら
反
乱
し
、
マ
グ
ワ
ン

M
u

gw
u

m
p

プ
と
呼
ば
れ
る
改
革
者
に
な
っ
た!7

。
彼
ら
は
、

公
務
員
任
用
制
度
改
革
・
市
政
改
革
・
関
税
改
革
な
ど
に
か
か
わ
っ
た
東
部
の
上
流

階
級
で
あ
る
。
ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
は
、
革
新
主
義
の
担
い
手
と
す
る
「
旧
エ
リ
ー

ト
」
を
、
こ
の
マ
グ
ワ
ン
プ
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
彼
の
「
地
位
革
命
論
」

が
批
判
さ
れ
て
か
ら
後
に
は
、
反
帝
国
主
義
運
動
を
最
後
の
華
と
し
て
、
マ
グ
ワ
ン

プ
は
社
会
的
影
響
力
を
失
っ
た
―
し
た
が
っ
て
革
新
主
義
の
主
流
と
は
な
ら
な
か
っ

た
―
と
す
る
議
論
が
現
れ
た!8

。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
マ
グ
ワ
ン
プ
と
異
な
る
路
線

を
歩
ん
だ
道
徳
色
の
強
い
政
治
改
革
に
関
し
て
、
ボ
イ
ヤ

P
au

lB
oyer

ー
は
一
八
九
〇
年
代
の
不

況
前
後
の
改
革
戦
略
な
ど
の
変
化
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
む
し
ろ
革
新
主
義
時
代
と
の

改
革
の
連
関
を
強
調
し
て
い
る!9

。

次
に
、
黒
人
教
育
改
革
で
あ
る
。
奴
隷
解
放
運
動
家
に
つ
い
て
は
、
再
建
期
に
黒

人
問
題
へ
の
関
心
を
失
い
、
都
市
の
諸
改
革
に
向
か
っ
た
と
考
え
る
ウ
ッ
ド
ワ
ー

C
.V

an
n

W
oodw

ard

ド
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や
バ
ロ
ッ
ク

H
en

ry
A

llen
B

u
llock

の
「
メ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
ア
ウ
ェ
イ
」
論
が
支
配
的
で
あ
る@0

。
ま
た
、
革

新
主
義
時
代
の
社
会
福
音
主
義
運
動
を
扱
っ
た
レ
イ
マ
ー

D
avid

M
.R

eim
ersズ

も
、「
社
会
福
音
主
義

者
は
、
工
業
化
や
都
市
化
の
問
題
に
彼
ら
の
注
意
を
向
け
た
と
き
、
黒
人
へ
の
関
心

を
失
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
評
し
た@1

。
し
か
し
そ
の
後
、
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ

Jam
es

M
.M

cP
h

erson

ン
が
、
元
奴

隷
解
放
運
動
家
を
数
量
的
に
分
析
し
、
彼
ら
が
革
新
主
義
時
代
ま
で
引
き
続
き
黒
人

教
育
改
革
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た@2

。

以
上
の
二
分
野
で
は
、
革
新
主
義
研
究
と
は
異
な
り
、
革
新
主
義
時
代
と
の
一
定

の
連
続
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
思
想
史
的
な
分

析
で
あ
り
、
改
革
の
担
い
手
自
体
の
連
続
性
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
一

九
世
紀
末
の
政
治
改
革
者
に
関
す
る
社
会
経
済
的
分
析
は
、
マ
ク
フ
ァ
ー
ラ

G
erald

W
.M

cF
arlan

d

ン
ド
や

小
塩
和
人
の
マ
グ
ワ
ン
プ
に
関
す
る
研
究
成
果
が
あ
る
が
、
革
新
主
義
時
代
ま
で
時

系
列
に
沿
っ
て
分
析
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
本
稿
が
、
両
時
代
の
改
革
者
の
社

会
経
済
的
特
質
の
変
容
を
調
査
す
る
こ
と
は
、
新
し
い
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る@3

。

先
住
ア
メ
リ
カ
人
改
革
研
究
の
状
況

一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
を
、
先

住
民
と
の
関
係
性
か
ら
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
個
々
の
先
住
民
に
対
す
る
支

配
権
が
、
合
衆
国
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
掌
握
さ
れ
て
い
く
過
程
で
あ
っ
た
と
い
え
る@4

。

先
住
民
諸
部

In
d

ia
n

T
rib

es

族
は
、
植
民
地
時
代
に
は
形
式
的
に
独
立
国
家
と
し
て
扱
わ
れ
る
ほ
ど

の
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
が
、
一
九
世
紀
に
入
る
と
、
白
人
の
西
漸
運
動
に
よ
り
、
急

速
に
弱
体
化
し
て
い
っ
た
。
合
衆
国
は
こ
の
期
を
逃
さ
ず
に
、「
国
内
の
従
属
国
家
」

と
先
住
民
諸
部
族
を
定
義
す
る
こ
と
で
法
的
な
支
配
力
を
強
め
、
さ
ら
に
、
再
建
期

に
は
、
そ
の
国
家
格
す
ら
も
否
定
し
た
の
で
あ
る@5

。
合
衆
国
憲
法
に
お
い
て
帰
化
法

の
適
用
外
に
置
か
れ
て
い
た
先
住
民
は
、
そ
の
結
果
、
大
統
領
の
後
見
権

W
a

rd
sh

ip

に
服
す
る

従
属
民
と
な
り
、
強
制
的
に
指
定
保
留
地
へ
押
し
込
め
ら
れ
た
。

先
住
民
が
法
的
地
位
と
し
て
の
従
属

W
ard

民
と
な
っ
た
こ
と
は
、
一
九
世
紀
末
の
東
部

都
市
部
で
先
住
民
同
化
運
動
が
生
じ
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
幾
分
の

先
住
民
へ
の
哀
れ
み
と
文
明
化
の
使
命
へ
の
熱
狂
か
ら
、
先
住
民
を
自
ら
の
意
向
に

沿
っ
た
「
ア
メ
リ
カ
人
」
に
矯
正
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
を
「
改
善
」
し
よ
う
と
す
る

運
動
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
連
邦
政
府
も
、
先
住
民
を
早
急
に
自
活
さ
せ
る
こ

と
が
懸
案
で
あ
っ
た
た
め
に
、
改
革
者
と
結
ん
で
強
圧
的
な
教
育
政
策
・
農
民
化
政

策
を
実
施
し
て
い
く
。
し
か
し
場
あ
た
り
的
な
先
住
民
改
革
は
、
先
住
民
の
二
級
市

民
化
を
招
い
て
し
ま
っ
た
。

先
住
民
史
の
泰
斗
で
あ
る
プ
ル
ー
カ

F
ran

cis
P

au
lP

ru
ch

a

に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
九
世
紀
末
の
先
住
民
改

革
は
、
キ
リ
ス
ト
教
人
道
主
義
の
利
他
的
な
動
機
か
ら
は
じ
ま
っ
た@6

。
先
駆
的
な
研

究
者
で
あ
っ
た
プ
リ
ー
ス
ト

L
orin

g
B

en
son

P
riest

と
同
じ
く
、
彼
は
改
革
の
契
機
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

福
音
主
義
に
み
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
ボ
ス
ト
ン
と
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を
中
心
と

し
た
東
部
の
人
道
主
義
者
と
慈
善
家
」
に
指
導
さ
れ
、
改
革
は
全
国
的
な
支
持
を
勝

ち
取
っ
た
。
ま
た
改
革
者
た
ち
は
、
一
九
一
〇
年
代
ま
で
綿
々
と
運
動
を
続
け
た
。

一
方
、
プ
ル
ー
カ
を
批
判
し
た
の
が
ホ
ク
シ
ー

F
rederick

E
.H

oxie

で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
改
革
の

契
機
は
、
利
他
的
要
素
と
と
も
に
、
都
市
発
展
や
新
移
民
の
流
入
に
伴
う
改
革
者
の

「
地
位
へ
の
不
安
」
に
由
来
す
る@7

。
ま
た
、
一
九
世
紀
末
と
革
新
主
義
時
代
で
は
改

革
の
特
質
と
担
い
手
が
異
な
り
、
当
初
の
楽
観
的
な
同
化
主
義
者
か
ら
悲
観
的
な
人

種
主
義
者
に
変
化
し
た
と
論
じ
る@8

。
そ
し
て
、
民
族
学
者
な
ど
に
よ
っ
て
革
新
主
義

時
代
に
西
海
岸
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
を
中
心
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
改
革
団
体
、「
セ

コ
イ
ア
・
リ

S
equ

oyah
L

eagu
e

ー
グ
」
の
成
立
を
重
要
視
し
、
改
革
者
の
悲
観
的
人
種
観
を
革
新
主
義

時
代
に
現
れ
た
特
徴
と
み
な
し
て
い
る
。

一
九
八
五
年
に
出
版
さ
れ
た
ヘ
ー
ガ
ン

W
illiam

T
.H

agan

の
著
作
は
、
一
八
八
二
年
に
設
立
さ
れ
た

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
権
利

In
dian

R
igh

ts
A

ssociation

協
会
（
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
を
細
か
く
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
に
よ

れ
ば
、
Ｉ
Ｒ
Ａ
は
全
国
に
支
部
が
あ
っ
た
も
の
の
、
実
際
は
上
流
家
系
の
事
務
局
長

と
、
そ
の
数
人
の
ブ
レ
ー
ン
が
中
心
に
運
動
を
行
っ
て
い
た@9

。
ま
た
、
後
年
の
著
作

で
は
、
革
新
主
義
期
に
い
た
っ
て
、
先
住
民
改
革
は
官
僚
主
導
に
転
換
し
た
と
さ
れ
、

一
九
世
紀
末
以
来
の
改
革
の
衰
退
を
論
じ
た#0

。
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一
九
世
紀
末
か
ら
革
新
主
義
時
代
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
東
部
諸
改
革
運
動
の
系
譜



と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
い
ず
れ
も
一
部
の
改
革
者
の
思
想
を
検
討
す
る
の

み
で
、
改
革
者
全
体
を
分
析
対
象
に
し
て
は
こ
な
か
っ
た
。
実
際
、
改
革
の
担
い
手

に
関
し
て
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
人
道
主
義
者
だ
っ
た
と
す
る
プ
ル
ー
カ
ら
の
定
義

が
、
数
量
的
な
検
証
な
し
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た#1

。
ま
た
そ
の
定
義
が
、
革
新
主

義
時
代
の
先
住
民
改
革
者
に
も
当
て
は
ま
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
分
析
し
て

こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
仮
に
ホ
ク
シ
ー
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
革
新
主
義
時
代

の
先
住
民
改
革
に
新
し
い
思
想
が
現
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
旧
来
の
改
革
者
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
従
来
の
改
革
と
は
か
か
わ
ら
な
い
全
く
新
し
い

改
革
者
が
持
っ
た
考
え
な
の
か
が
分
か
ら
な
い#2

。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
モ
ホ
ン

ク
湖
会
議
が
初
め
て
開
催
さ
れ
た
一
八
八
三
年
か
ら
、
バ
ー
ク

B
u

rke
A

ct

法
（

）

が
制
定
さ
れ
先
住
民
改
革
に
陰
り
が
み
え
た
一
九
〇
六
年
ま
で
の
三
四
年
間
で
、
会

議
出
席
者
の
社
会
経
済
的
特
質
に
変
化
が
み
ら
れ
た
か
ど
う
か
を
分
析
し
て
い
く
こ

と
に
す
る
。Ⅱ

　
モ
ホ
ン
ク
湖
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
友
愛
者
会
議
と
そ
の
分
析
方
法

会
議
の
成
立
と
構
成

モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
は
、
当
時
の
先
住
民
改
革
の
中
心
と
し

て
、
連
邦
行
政
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
。
例
え
ば
、
会
議
は
そ
の
成
立
当
初
か

ら
、
先
住
民
の
農
民
化
と
私
有
財
産
制
度
の
施
行
を
政
府
に
訴
え
、
一
八
八
七
年
に

は
、
一
般
土
地
割
当
て
法
（
ド
ー
ズ
法
）
を
点
呼
採

R
ollC

all

決
な
し
で
通
過
さ
せ
た#3

。
ま
た

内
務
省
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
対

B
ureau

ofIndian
A

ffairs

策
局
（
Ｂ
Ｉ
Ａ
）
職
員
へ
の
公
務
員
任
用
制

P
e

n
d

le
to

n
A

ct

度
法
の
適
用

を
求
め
、
一
八
九
一
年
に
は
教
師
や
医
師
な
ど
の
資
格
任
用
制
を
実
施
さ
せ
た#4

。
そ

し
て
会
議
で
最
重
要
課
題
と
さ
れ
た
先
住
民
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
三
年
ま
で

に
、
一
五
年
前
の
実
に
七
七
倍
の
予
算
を
連
邦
政
府
か
ら
引
き
出
し
て
、
先
住
民
を

寄
宿
学
校
へ
強
制
的
に
入
学
さ
せ
る
政
策
が
実
行
さ
れ
た#5

。
さ
ら
に
、
会
議
の
強
い

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
義
は
、
教
会
へ
通
う
先
住
民
の
数
を
行
政
の
文
明
化
の
指
標
と

さ
せ
た
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
大
き
く
利
し
て
い
た
、
教
会
が
経
営
す
る
先
住
民
学
校

へ
の
政
府
助
成
金
を
打
ち
切
ら
せ
る
な
ど
さ
せ
た#6

。
そ
し
て
、
米
西
戦
争
以
降
は
、

先
住
民
問
題
の
専
門
家
と
し
て
海
外
領
土
の
先
住
民
へ
の
関
心
も
深
め
た#7

。

モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
が
連
邦
政
府
に
影
響
力
を
持
て
た
理
由
は
、
そ
の
成
立
背
景
に

あ
る
。
こ
の
会
議
は
、
連
邦
政
府
の
行
政
委
員
会
で
あ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
委
員

B
oard

of
In

dian
C

om
m

ission
ers

会

（
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
が
母
体
と
な
っ
て
は
じ
ま
っ
た
。
Ｂ
Ｉ
Ｃ
と
は
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
の
監
査
と
改
革

の
た
め
に
、
ユ
リ
シ
ー
ズ
・
グ
ラ
ン

（
　1

8
6
9

〜1
8
7
7

）

ト
大
統
領
が
数
人
の
無
給
委
員
を
指
名
し
て
一

八
六
九
年
に
設
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
職
権
を
巡
る
政
府
と
の
対
立
か
ら
、

設
立
当
初
の
委
員
が
総
辞
職
し
た
た
め
、
七
四
年
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
指
導
者
を

中
心
と
し
た
東
部
知
識
人
が
任
命
さ
れ
た#8

。
彼
ら
は
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
と
直
接
対
決
す
る
こ

と
は
控
え
、
先
住
民
宣
教
に
関
わ
る
利
害
か
ら
Ｂ
Ｉ
Ａ
と
の
友
好
関
係
の
構
築
に
努

め
た
。
と
く
に
、
ヘ
イ
ズ
政
権
が
、
居
留
地
管
理
を
各
教
会
に
付
託
す
る
政
策
を
廃

止
し
て
以
降
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
が
先
住
民
行
政
に
直
接
発
言
で
き
る
唯
一
の

窓
口
と
し
て
、
Ｂ
Ｉ
Ｃ
は
そ
の
重
要
性
を
増
し
た#9

。
そ
し
て
、
八
三
年
に
は
、
Ｂ
Ｉ

Ｃ
の
影
響
力
を
強
め
る
た
め
に
、
フ
レ
ン
ズ
派
の

R
eligiou

s
S

ociety
of

F
rien

d
s

ア
ル
バ
ー
ト
・
ス
マ
イ
リ
ー
委
員

は
、
Ｉ
Ｒ
Ａ
や
、
ボ
ス
ト
ン
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
市
民

B
oston

In
dian

C
itizen

sh
ip

C
om

m
ittee

権
委
員
会
（
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）、
全
国

女
性
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

N
ation

alW
om

en
's

In
dian

A
ssociation

協
会
（
Ｎ
Ｗ
Ｉ
Ａ
）
と
い
っ
た
東
部
の
先
住
民
改
革
団
体
や
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
関
係
者
を
組
織
化
す
る
こ
と
を
計
画
し
、
自
ら
の
経
営
す
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
北
西
部
の
モ
ホ
ン
ク
湖
リ
ゾ
ー
ト
へ
彼
ら
を
招
待
し
、
平
均
出
席

者
九
四
人
に
及
ん
だ
大
規
模
な
会
議
を
は
じ
め
た$0

。

モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
は
、
毎
年
九
月
下
旬
か
ら
一
〇
月
上
旬
の
二
日
間
開
催
さ
れ
た
。

役
員
や
出
席
者
は
、
当
初
ス
マ
イ
リ
ー
が
選
定
し
て
い
た
が
、
一
八
九
〇
年
ま
で
に

は
常
任
の
運
営
委
員
会

B
u

sin
ess

C
om

m
ittee

が
行
っ
た$1

。
議
長

P
residen

t

は
常
に
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
委
員
長
が
務
め
て
い
る
。

議
長
の
下
に
は
、
会
議
の
実
務
を
担
当
す
る
書
記
や
会
計
、
議
事
内
容
や
綱
領
の
策

定
に
か
か
わ
る
運
営
委
員
会
の
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
常
設
委
員
会
（
法
律
委
員
会
・

教
育
問
題
委
員
会
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
特
別
委
員
会
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
イ
ン
デ
ィ

註：

先
住
民
へ
の
市
民
権

付
与
の
延
期
を
規
定
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ア
ン
特
別
委
員
会
・
議
定
書
出
版
委
員
会
・
報
道
委
員
会
な
ど
）
が
設
け
ら
れ
た$2

。
常
設

委
員
会
は
独
自
の
現
地
調
査
や
そ
の
報
告
を
行
っ
た
が
、
二
、
三
年
で
消
滅
し
た
も

の
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
会
議
全
体
の
方
向
性
は
運
営
委
員
会
と
Ｂ
Ｉ
Ｃ
が
決
め
て

い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
ら
の
委
員
に
、
陳
情
な
ど
の
た
め
に
単
年
度
の
み
存
在

し
た
臨
時
委
員
を
加
え
た
幹
部
経
験
者
は
、
の
べ
七
四
三
人
い
た
が
、
先
住
民
改
革

団
体
の
幹
部
が
四
割
を
、
Ｂ
Ｉ
Ｃ
委
員
が
二
割
を
占
め
た
。

モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
が
Ｂ
Ｉ
Ｃ
を
母
体
と
し
つ
つ
、
民
間
の
改
革
団
体
や
教
会
関
係

者
を
加
え
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
他
の
改
革
に
は
み
ら
れ
な
い
三
つ
の
特
質
を
も

た
ら
し
た
。
第
一
に
、
会
議
は
先
住
民
改
革
全
体
の
方
針
調
整
の
場
と
な
っ
た
の
で
、

改
革
者
や
改
革
団
体
は
効
率
よ
く
活
動
で
き
た
。
第
二
に
、
会
議
は
Ｂ
Ｉ
Ｃ
を
母
体

に
し
た
た
め
Ｂ
Ｉ
Ａ
局
長
な
ど
官
僚
の
出
席
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
改
革
に
行
政
関

係
者
を
取
り
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
第
三
に
、
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
公
式
行
事
と
し
て

モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
が
開
催
さ
れ
た
た
め
、
会
議
の
議
事
録
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
年
次
報
告

書
と
し
て
議
会
に
提
出
さ
れ
る
と
い
う
公
的
な
性
格
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た

そ
れ
が
先
住
民
問
題
に
関
心
が
あ
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ド
ー
ズ
上
院
議
員
な
ど
の
政
治

家
の
出
席
に
つ
な
が
っ
た
。

そ
の
結
果
、
政
官
民
の
代
表
が
参
集
し
た
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
は
、
連
邦
先
住
民
行

政
を
動
か
し
、
大
き
な
成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
モ

ホ
ン
ク
湖
会
議
は
、
当
時
の
先
住
民
改
革
の
中
心
で
あ
っ
た
み
な
す
こ
と
が
で
き
る$3

。

史
料
説
明
と
統
計
分
析
の
方
法

次
章
か
ら
は
、
一
八
八
三
年
か
ら
一
九
〇
六
年

ま
で
の
モ
ホ
ン
ク
湖
友
愛
者
会
議
出
席
者
に
つ
い
て
、
統
計
的
手
法
を
用
い
て
分
析

し
て
い
く
。
こ
の
分
析
の
基
礎
と
な
る
史
料
は
、L

ak
e

M
oh

on
k

C
on

feren
ce,

P
roceed

in
gs

of
th

e
1st-21st

A
n

n
u

a
l

M
eetin

g
of

th
e

L
a

ke
M

oh
on

k

C
on

feren
ce

of
F

rien
d

s
of

th
e

In
d

ia
n

(N
ew

Y
ork

:
L

a
k

e
M

oh
on

k

C
on

feren
ce,
1884-1904)

お
よ
びL

ake
M

oh
on

k
C

on
feren

ce,
P

roceed
in

gs

of
th

e
22n

d
-24th

A
n

n
u

al
M

eetin
g

of
th

e
L

ake
M

oh
on

k
C

on
feren

ce
of

F
rien

d
s

of
th

e
In

d
ian

an
d

O
th

er
D

epen
d

en
t

P
eoples

(N
ew

York:
L

ake

M
oh

on
k

C
on

feren
ce,
1905-1907)

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
の
議

事
録
で
あ
り
、
各
巻
末
に
住
所
録
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
住
所
録
を
基

礎
に
、
人
名
事
典
を
用
い
て
、
会
議
出
席
者
の
職
業
や
出
自
な
ど
の
情
報
を
得
た
。

ま
た
、
そ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
出
席
者
の
著
作
や
諸
改
革
団
体
の
議
事
録
な
ど
か
ら
得

た
情
報
を
加
え
た
。

調
査
に
主
に
使
用
し
た
人
名
事
典
は
、W

h
o

W
as

W
h

o
in

A
m

erica

で
あ
る$4

。

こ
の
事
典
は
、
マ
ー
キ
ス
社
が
一
八
八
九
年
以
来
出
版
し
て
い
るW

h
o’s

W
h

o
in

A
m

erica

を
も
と
に
、
伝
記
研
究
者
の
調
査
を
加
え
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
収
録
範
囲
は
一
六
〇
七
年
か
ら
一
九
九
六
年
、
掲
載
者
は
一
四
万
人
に
の
ぼ
る
。

収
録
内
容
は
、
故
人
の
生
年
・
生
誕
地
・
血
縁
・
婚
歴
・
学
歴
・
職
業
・
信
仰
教

派
・
支
持
政
党
・
著
作
物
・
所
属
団
体
・
命
日
な
ど
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
こ
の

資
料
に
は
会
議
出
席
者
の
五
割
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

掲
載
数
は
こ
れ
に
及
ば
な
い
も
の
の
、
よ
り
詳
細
な
掲
載
者
の
説
明
が
あ
る
た
め

用
い
た
の
は
、
①
信
頼
で
き
る
人
名
事
典
の
代
表
と
さ
れ
るD

iction
a

ry
of

A
m

erican
B

iograph
y

（
Ｄ
Ａ
Ｂ
）

②
Ｄ
Ａ
Ｂ
と
く
ら
べ
て
信
頼
性
で
は
劣
る
が
、

掲
載
数
で
圧
倒
し
て
い
るT

he
N

ational
C

yclopedia
of

A
m

erican
B

iography

③
米
国
学
術
団
体
評
議
会
な
ど
に
よ
り
近
年
発
行
さ
れ
たA

m
erica

n
N

a
tion

a
l

B
iograph

y

で
あ
る$5

。
さ
ら
に
、
専
門
分
野
に
特
化
し
た
人
名
事
典
の
デ
ー
タ
を
探

索
す
る
た
め
に
、
ダ
イ
ア
ロ
グ
社
のB

iography
M

aster
Index

を
用
い
た
。
そ
の

結
果
、
使
用
し
た
主
な
事
典
は
、
①
著
名
な
改
革
者
に
関
し
て
、A

m
erica

n

R
eform

ers

②
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
の
議
員
に
関
し
て
、B

iographical
D

iction
ary

of
th

e
U

n
ited

S
tates

C
on

gress

③
先
住
民
改
革
者
と
先
住
民
に
関
し
て
、T

h
e

E
n

cycloped
ia

of
N

ative
A

m
erican

B
iograph

y;B
iograph

ical
D

iction
ary

of
A

m
erican

In
d

ian
B

iograph
y

to
1900

④
西
部
人
に
関
し
て
、T

h
e

N
ew
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E
n

cycloped
ia

of
th

e
A

m
erican

W
est

⑤
女
性
参
加
者
に
関
し
て
、N

otable

A
m

erican
W

om
en

,
1607-1950

⑥
教
会
関
係
者
に
関
し
て
、D

iction
ary

of

A
m

erican
R

eligiou
s

B
iograph

y

⑦
作
家
に
関
し
て
、W

orld
A

u
th

ors

⑧
教

育
関
係
者
に
関
し
て
、B

iograph
ical

D
iction

ary
of

A
m

erican
E

d
u

cators

で

あ
る$6

。
こ
れ
ら
に
加
え
、1880

U
n

ited
S

tates
C

en
su

s
an

d
N

ation
al

In
d

ex

を
補

足
的
に
用
い
た$7

。
こ
れ
は
、
一
八
八
〇
年
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国
政
調
査
記
録
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
国
内
居
住
者
（
約
五
〇
〇
〇
万
人
）
の
情

報
が
入
手
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
る
情
報
は
、
調
査
時
の
年
齢
・
生
誕
地
・

人
種
・
居
住
地
・
家
族
構
成
・
職
業
・
血
縁
関
係
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
調
査
の
結
果
、
二
四
年
間
で
の
べ
．
．

出
席
者
二
二
二
五
人
（
総
数
六
六
九

人
）
の
白
人
の
う
ち
、
六
三
％
の
出
生
地
、
四
七
％
の
学
歴
、
五
一
％
の
信
仰
教
派
、

七
八
％
の
出
生
年
、
八
八
％
の
職
業
を
補
足
で
き
た
（
先
住
民
と
同
伴
婦
人
は
除
く
）。

右
の
学
歴
・
信
仰
教
派
な
ど
に
つ
い
て
は
、
判
明
率
が
高
い
と
は
い
え
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
第
一
に
資
料
上
の
制
約
で
あ

る
。
各
種
の
人
名
事
典
は
、
そ
の
掲
載
者
が
著
名
人
に
限
定
さ
れ
て
い
る
上
、
詳
細

な
学
歴
や
宗
派
に
つ
い
て
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
。
と
く
に
女
性

に
つ
い
て
は
、
記
載
数
が
絶
対
的
に
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
五
割
以
上
の
人
物
に

つ
い
て
調
査
で
き
た
の
は
、
会
議
出
席
者
が
著
名
人
中
心
で
あ
っ
た
た
め
で
、
サ
ン

プ
ル
数
は
、
他
と
比
較
し
て
も
決
し
て
劣
る
数
字
で
は
な
い
と
考
え
る
。

第
二
に
統
計
的
な
手
法
に
起
因
す
る
制
約
で
あ
る
。
歴
史
統
計
研
究
を
み
る
と
、

分
析
対
象
の
母
数
を
曖
昧
に
し
て
い
る
研
究
が
少
な
く
な
い
。
本
稿
の
場
合
は
、
母

数
（
モ
ホ
ン
ク
会
議
出
席
者
総
数
）
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
た
め
、「
履
歴
不
明
」
を

除
外
で
き
ず
、
判
明
率
は
低
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
制
約
が
あ
る
と
は
い
え
、
こ
の
た
び
の
調
査
に
よ
っ
て
、
会
議
の

指
導
者
層
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
正
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。
な
ぜ
な

ら
、
調
査
結
果
を
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
の
役
職
経
験
者
の
べ
七
四
三
人
に
限
定
す
る
と
、

全
員
の
職
業
、
九
一
％
の
出
生
年
、
七
六
％
の
生
誕
地
、
六
五
％
の
学
歴
・
信
教
が

判
明
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
具
体
的
な
分
析
方
法
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

本
稿
で
は
、
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
出
席
者
を
時
系
列
に
沿
っ
て
三
世
代
に
分
け
て
分
析

し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
一
八
八
三
年
か
ら
一
八
九
二
年
ま
で
に
会
議
に
出
席
し
た

経
験
を
持
つ
「
一
八
八
〇
年
世
代
」（

）、
一
八
九
三
年
か
ら
一
八
九
九

年
の
間
に
会
議
に
初
出
席
し
た
「
一
八
九
〇
年
世
代
」（

）、
一
九
〇
〇

年
か
ら
一
九
〇
六
年
ま
で
に
初
出
席
し
た
「
一
九
〇
〇
年
世
代
」（

）
で

あ
る
。
次
章
か
ら
は
、
こ
れ
ら
各
世
代
を
比
較
分
析
し
て
い
く
。
し
か
し
、
各
世
代

で
は
、
の
べ
出
席
者
数
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
生
誕
地
・
居
住
州
・
職

業
・
学
歴
・
信
教
を
比
較
す
る
際
は
、
百
分
率
を
用
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
な
お
統

計
に
用
い
た
デ
ー
タ
は
、
全
て
「
の
べ
人
数
比
」
に
基
づ
く
。
会
議
に
数
回
出
席
し

て
い
る
者
と
一
回
の
み
出
席
し
た
者
を
、
同
様
に
一
人
と
数
え
る
人
数
比
で
は
、
出

席
者
が
持
っ
た
会
議
へ
の
影
響
力
を
計
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

Ⅲ
　
モ
ホ
ン
ク
湖
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
友
愛
者
会
議
出
席
者
の

社
会
経
済
的
特
質

人
種
構
成

詳
し
い
分
析
に
入
る
前
に
示
し
た
い
の
は
、
会
議
の
人
種
構
成
で
あ

る
。
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
に
は
、
会
期
を
通
し
て
の
べ
三
九
人
の
先
住
民
が
出
席
し
て

い
る
。
彼
ら
の
な
か
に
は
、
一
九
一
〇
年
台
に
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア

S
ociety

of
A

m
erican

In
dian

s

ン
協
会
を
主

宰
す
る
こ
と
に
な
る
先
住
民
「
進
歩
」
派
の
エ
リ
ー
ト
指
導
者
も
い
た
が
、
大
半
は

「
文
明
化
の
見
本
」
と
し
て
連
れ
て
こ
ら
れ
た
学
生
で
あ
っ
た$8

。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
会
議
は
白
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
た
め
の
」
会
議
で
あ
っ
た

と
い
っ
て
よ
い
。

一
九
〇
六
年
ま
で
に

の

べ

二

六

五

人

一
九
〇
六
年
ま
で
に

の
べ
五
五
三
人

一
九
〇
六
年
ま
で
に

の
べ
一
四
〇
七
人

28
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出
席
者
と
出
生
年

そ
れ
で
は
白
人
出
席
者
の
分
析
に
入
ろ
う
。
図
２
は
各
世
代

の
出
席
者
数
の
変
遷
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
会
議
が
徐
々
に
新
し

い
世
代
を
受
け
入
れ
た
こ
と
、
革
新
主
義
時
代
に
は
各
世
代
が
数
の
上
で
均
衡
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
時
代
に
一
八
八
〇
年
世
代
の
参
加
者
が
減
る
の
は
、
一

八
三
〇
年
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
（
図
３
）
が
多
く
死
去
し
た
か
ら
で
あ
る
（
の
べ
一

一
二
人
）。
し
か
し
革
新
主
義
時
代
初
期
（
一
九
〇
〇
―
〇
六
年
）
の
会
議
役
職
者
を

み
る
と
、
い
ま
だ
一
八
八
〇
年
世
代
が
そ
の
大
半
を
担
っ
て
い
る
（
図
４
）。
一
八

八
〇
年
世
代
の
役
職
者
は
、
一
八
三
〇
年
か
ら
三
五
年
生
ま
れ
が
六
割
以
上
を
占
め
、

そ
れ
以
後
に
生
ま
れ
た
者
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
八
九
〇
年
世
代
の
役
職

者
は
ご
く
少
数
で
あ
り
、
会
議
に
お
い
て
は
周
辺
的
な
存
在
だ
っ
た
。
一
方
、
一
九

〇
〇
年
世
代
は
運
営
委
員
や
議
長
を
含
む
役
職
に
多
く
就
い
て
い
る
。
一
八
九
〇
年

世
代
の
出
生
年
が
、
一
八
八
〇
年
世
代
と
ほ
と
ん
ど
重
な
る
の
に
比
べ
、
一
九
〇
〇

年
世
代
は
一
八
五
五
年
以
後
に
生
ま
れ
た
も
の
が
大
半
で
、
両
者
と
は
年
齢
層
が
大

き
く
異
な
っ
た
。

既
に
み
た
よ
う
に
、
ウ
ィ
ー
ビ
ー
ら
は
、
革
新
主
義
時
代
に
若
い
世
代
改
革
者
が

出
現
し
、
革
新
主
義
運
動
を
起
こ
し
た
と
す
る
。
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
の
場
合
で
も
新

し
い
若
手
（
一
九
〇
〇
年
世
代
）
が
改
革
に
加
わ
っ
た
が
、
会
議
で
は
一
八
八
〇
年

世
代
が
大
き
な
役
割
を
担
い
続
け
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
会
議
の
場
合
、
一
九
世

紀
末
改
革
者
が
影
響
力
を
保
持
し
つ
つ
、
革
新
主
義
時
代
に
若
手
の
改
革
者
を
受
け

入
れ
て
、
緩
や
か
に
連
合
し
て
い
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
若
手
た
ち
が
、

一
九
世
紀
後
半
の
改
革
運
動
家
と
同
様
の
場
で
議
論
す
る
こ
と
で
、
前
世
代
の
遺
産

を
受
け
継
い
だ
と
も
い
え
よ
う
。

居
住
州
と
会
議
で
の
発
言
率

続
い
て
、
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
出
席
者
の
居
住
地
を

分
析
す
る
。
一
八
八
〇
年
世
代
は
、
議
場
の
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ア
ッ
プ
ス

テ
ー
ト
（
州
北
部
）
か
ら
の
参
加
率
が
高
い
（
図
５
）。
こ
の
地
域
に
は
先
住
民
居
留
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（図２）会期別の出席者数 

典拠：モホンク湖インディアン友愛者会議の議事録を基に筆者が調査したもの 
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地
が
あ
り
、
合
衆
国
へ
の
同
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
地
域
の
問
題
と

し
て
も
先
住
民
問
題
に
か
か
わ
る
小
都
市
部
の
名
士
が
多
か
っ
た
。
奴
隷
解
放
運
動

の
中
心
地
で
あ
っ
た
ボ
ス
ト
ン
か
ら
の
参
加
率
も
高
い
。
先
住
民
改
革
の
口
火
を
切

っ
た
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
も
こ
こ
に
あ
っ
た
。
し
か
し
一
八
九
〇
年
世
代
で
は
、
ボ
ス
ト
ン
市

か
ら
の
参
加
と
、
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ト
か
ら
の
参
加
者
が
大
き
く
減
っ
て
い
る
。
ボ
ス

ト
ン
市
か
ら
の
参
加
率
の
減
少
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
衰
退
で
説
明
が
つ
く
だ
ろ
う
。
ア

ッ
プ
ス
テ
ー
ト
か
ら
の
減
少
は
、
都
市
問
題
の
増
加
か
ら
、
改
革
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
中
心
に
な
っ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
こ
の
世
代
に
は
、
一
八
八
〇
年
世
代
と

比
べ
て
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
近
郊
居
住
者
が
多
い
。
し
か
し
、
会
議
で
の
発
言
率

（
議
事
録
に
発
言
が
記
載
さ
れ
て
い
る
参
加
者
の
割
合
）
を
み
た
場
合
、
極
端
に
そ
の
率

が
低
い
こ
と
が
分
か
る
（
図
６
）。
彼
ら
の
多
く
は
、
慈
善
家
と
し
て
名
声
を
得
て

い
る
も
の
や
大
商
人
な
ど
、
会
議
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
呼
ば
れ
た
者
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
会
議
で
周
辺
的
存
在
で
あ
っ
た
一
八
九
〇
年
世
代
の
な
か
で
、
さ
ら
に
会
議
の

最
周
辺
に
い
る
者
は
、
議
場
に
近
く
、
容
易
に
参
加
で
き
る
こ
の
地
域
か
ら
供
給
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年
世
代
も
、
引
き
続
き
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
か
ら
多

く
参
加
し
て
い
る
。
発
言
率
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
か
ら
の
改

革
者
は
若
干
回
復
し
、
以
前
に
増
し
て
多
く
発
言
し
て
い
る
。
海
外
か
ら
の
参
加
者

の
増
加
も
顕
著
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ョ
ン
・
ホ
ブ
ソ
ン
な
ど
の
社
会
経
済
学
者

も
参
加
し
た
が
、
彼
ら
の
大
半
は
、
ア
メ
リ
カ
海
外
植
民
地
に
関
す
る
情
報
提
供
者

で
あ
っ
た$9

。

各
世
代
に
共
通
し
て
平
均
的
に
出
席
者
を
集
め
た
地
域
が
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州

と
ワ
シ
ン
ト
ン
特

D
istrict

ofC
olum

bia

別
区
で
あ
る
。
前
者
は
、
Ｉ
Ｒ
Ａ
や
Ｎ
Ｗ
Ｉ
Ａ
の
本
部
が
置
か
れ
、

先
住
民
改
革
が
社
会
に
浸
透
し
て
い
た
。
後
者
は
、
出
席
者
数
に
比
し
て
発
言
率
が

高
い
が
、
こ
れ
は
、
先
住
民
行
政
に
か
か
わ
る
議
員
や
官
僚
が
多
く
居
住
し
て
い
た

た
め
で
あ
る
。
先
住
民
居
留
地
が
あ
っ
た
西
部
地
域
か
ら
は
五
％
の
出
席
に
止
ま
る

が
、
そ
の
発
言
率
は
高
い
。
彼
ら
は
先
住
民
居
留
地
行
政
の
関
係
者
で
あ
り
、
情
報
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（図５）地域別にみた出席者の割合 
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提
供
者
と
し
て
会
議
に
出
席
し
た
。
南
部
地
域
か
ら
の
出
席
者
も
同
様
で
あ
り
、
そ

の
八
割
が
、
黒
人
・
先
住
民
学
校
で
あ
っ
た
ハ
ン
プ
ト
ン
農
業
師
範
学
校
の
関
係
者

で
あ
る
。
彼
ら
は
、
再
建
期
に
南
部
に
移
り
住
ん
だ
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
バ
ガ
ー
で
あ
る%0

。

以
上
の
分
析
か
ら
は
、
世
代
が
進
む
ご
と
に
、
奴
隷
解
放
運
動
の
中
心
地
で
あ
っ

た
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
か
ら
、
革
新
主
義
時
代
に
お
け
る
都
市
改
革
の
中
心
で
あ

っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
へ
、
改
革
の
波
が
緩
や
か
に
浸
透
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
し

か
し
そ
の
発
言
率
に
注
目
す
れ
ば
、
革
新
主
義
時
代
に
も
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

勢
力
は
衰
退
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
先
住
民
改
革
は
、
東
部
地
域
に

広
が
り
を
み
せ
た
運
動
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
先
住
民
改
革
を
全
国
的
な
運
動
と

み
る
研
究
も
あ
る
が
、
本
稿
の
分
析
で
は
そ
の
傾
向
は
み
ら
れ
な
い%1

。
ま
た
、
ボ
ス

ト
ン
と
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
偏
っ
た
運
動
だ
っ
た
と
も
い
え
な
い%2

。

生
誕
地

次
に
、
会
議
出
席
者
の
生
誕
地
を
分
析
し
て
み
よ
う
（
図
７
）。
一
八

八
〇
年
世
代
は
、
各
世
代
と
も
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
地
方
都
市
に
生
ま
れ
た
者
や

ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ト
に
生
ま
れ
た
者
が
多
い
。
反
面
、
ブ
ラ
ー
ミ

B
ra

h
m

in

ン
な
ど
多
く
の
上
流

階
級
が
生
ま
れ
育
っ
た
ボ
ス
ト
ン
や
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
出
身
者
は
限
定
的
で
あ

る
。
ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
が
革
新
主
義
者
と
し
て
注
目
し
た
マ
グ
ワ
ン
プ
は
、
こ
の

よ
う
な
都
市
上
流
の
家
系
で
あ
る
が
、
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
出
席
者
の
場
合
は
、
地
方

の
小
市
民
の
家
系
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
世
代
に
特
徴
的
な
の
は
、
五
大
湖
沿
岸

諸
州
と
海
外
生
ま
れ
の
人
々
の
増
加
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
大
方
は
一
九
世

紀
半
ば
以
来
の
中
西
部
の
発
展
で
財
を
な
し
た
者
の
子
女
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
後

者
に
つ
い
て
は
、
両
親
が
宣
教
師
で
海
外
で
生
ま
れ
た
者
や
、
牧
師
と
し
て
渡
米
し

た
者
で
あ
り
、
両
親
が
貧
し
い
移
民
で
あ
っ
た
例
は
、
皆
無
で
あ
る
。

学
歴
と
研
究
分
野

モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
出
席
者
を
学
歴
か
ら
分
析
し
て
み
る
と
、

世
代
に
か
か
わ
ら
ず
多
く
が
大
学
に
進
学
し
て
い
る
（
表
１
）。
当
時
の
大
学
進
学
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典拠：モホンク湖インディアン友愛者会議の議事録を基に筆者が調査したもの 
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1880年世代 1890年世代 1900年世代

アイビーリーグ卒業 212（33%） 068（33%） 064（44%）

アイビーリーグ以外卒業 324（51%） 106（52%） 065（45%）

神学博士号取得 225（42%） 067（39%） 032（25%）

法学博士号取得 311（58%） 054（31%） 061（47%）

医学博士号取得 034（06%） 001（01%） 000（00%）

文系博士号取得 069（13%） 023（13%） 015（12%）

留学経験者 036（07%） 011（06%） 006（05%）

師範学校/士官学校 050（08%） 010（05%） 003（02%）

高校以下 055（09%） 019（09%） 012（08%）
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（図７）生誕地別にみた出席者の割合 

典拠：モホンク湖インディアン友愛者会議の議事録を基に筆者が調査したもの 
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率
は
全
人
口
の
三
％
に
満
た
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
割
合
は
驚
く
べ
き

も
の
が
あ
る
。
ア
イ
ビ
ー
・
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
し
た
者
も
、
各
世
代
と
も
三
割
以
上

に
の
ぼ
る
。
コ
ー
ネ
ル
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
な
ど
大
西
洋
沿
岸
地
方
の
大
学
は
余
り
多
く

な
く
、
イ
ェ
ー
ル
や
ハ
ー
バ
ー
ド
な
ど
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
学
が
八
割
を

占
め
た
。
す
な
わ
ち
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
知
的
風
土
の
下
で
教
育
を
受
け
た
者

が
大
半
だ
っ
た
。
一
方
、
留
学
経
験
者
は
少
な
く
、
歴
史
学
を
学
ぶ
た
め
に
ド
イ
ツ

に
留
学
し
た
学
者
が
主
だ
っ
た
。
残
り
二
割
弱
が
高
校
・
専
門
学
校
以
下
の
教
育
水

準
だ
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
実
業
家
や
資
本
家
で
あ
っ
た
。

世
代
間
の
相
違
は
、
博
士
号
の
取
得
率
に
み
い
だ
せ
る
。
一
八
八
〇
年
世
代
は
、

多
く
が
神
学
博
士
号
と
法
学
博
士
号
を
取
得
し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
学
位

を
併
せ
持
っ
た
教
会
知
識
人
で
あ
る
。
神
学
博
士
号
取
得
者
は
、
一
九
〇
〇
年
世
代

に
は
約
半
分
と
な
り
、
取
得
学
位
の
大
半
は
、
法
学
博
士
号
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
革
新
主
義
時
代
に
知
識
人
エ
リ
ー
ト
が
世
俗
化
し
て
い
っ
た
と
す
る
通
説
を
裏

付
け
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
明
証
す
る
の
が
、
会
議
に
出
席
し
た
大
学
教
授
等
の
研
究

分
野
の
変
化
で
あ
る
（
図
８
）。
法
学
・
政
治
学
者
や
神
学
者
が
世
代
ご
と
減
少
し

て
い
る
の
に
比
べ
、
社
会
学
や
政
治
経
済
学
と
い
っ
た
革
新
主
義
で
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
学
者
が
劇
的
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
知
識

人
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
移
行
と
し
て
み
て
よ
い
。
ま
た
、
教
育
学
者
に
つ
い
て
は
、
一

八
八
〇
年
世
代
は
古
く
か
ら
存
在
す
る
教
授
学

P
edagogu

e

者
で
あ
り
、
一
九
〇
〇
年
世
代
は
社

会
科
学
者
と
し
て
植
民
地
教
育
な
ど
を
指
導
し
た
教
育
学
者
で
あ
っ
た
。
一
方
、
一

八
九
〇
年
世
代
に
は
民
族
学
者
が
多
い
。
民
族
学
自
体
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
先

住
民
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
が
、
一
八
八
〇
年
世
代
の
改
革
者
は
、
民
族
学
的
知

識
の
収
集
が
先
住
民
改
革
を
阻
害
す
る
と
し
て
彼
ら
を
非
常
に
嫌
っ
て
い
た%3

。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
見
方
は
徐
々
に
変
容
し
、
先
住
民
の
伝
統
的
文
化
を
彼
ら
の
生
活

手
段
と
し
て
生
か
そ
う
と
す
る
と
す
る
改
革
団
体
―
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
産
業

In
dian

In
du

strial
L

eagu
e

同
盟
―
の

代
表
が
出
席
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
時
代
に
は
民
族
学
者
も
会
議
に
受
け
入
れ
ら
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（図８）大学教授等の専門分野の比率 

典拠：モホンク湖インディアン友愛者会議の議事録を基に筆者が調査したもの 
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れ
て
い
る
。

信
仰
教
派

図
９
は
、
会
議
出
席
者
の
信
仰
教
派
の
比
率
で
あ
る
。
ま
ず
目
を
引

く
の
が
、
会
衆
派

C
ongregational

・
長
老
派

P
resbyterian

の
比
率
の
高
さ
だ
ろ
う
。
両
派
と
も
独
立
革
命
直
後
の

多
数
派
で
あ
り
、
東
部
都
市
部
に
根
を
下
ろ
し
た
伝
統
的
な
教
派
だ
っ
た
。
彼
ら
は
、

ア
メ
リ
カ
海
外
伝
道
ボ
ー
ド

A
m

erican
B

oard
ofC

om
m

issioners
for

F
oreign

M
issionsや

、
ア
メ
リ
カ
宣
教
協
会

A
m

erica
M

ission
ary

A
ssociation

の
主
要
構
成
員
で
あ
り
、
先

住
民
改
革
に
熱
心
だ
っ
た%4

。
フ
レ
ン
ズ
派
か
ら
も
多
く
の
出
席
者
が
い
る
。
こ
の
教

派
も
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
ン
以
来
、
先
住
民
問
題
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
、
先
住
民
改
革
の
震
源
地
と
も
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
同
様
に

東
部
地
区
を
主
な
教
区
と
す
る
監
督
教
会

E
p

iscop
a

l

派
や
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
出
席
は
少
な

い
。
マ
ク
フ
ァ
ー
ラ
ン
ド
に
よ
れ
ば
、
マ
グ
ワ
ン
プ
の
半
数
以
上
が
こ
れ
ら
の
教
派

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
会
議
で
は
少
数
派
で
あ
る%5

。

さ
て
、
世
代
間
の
相
違
と
し
て
み
た
と
き
に
注
目
す
べ
き
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ

る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
は
、
先
住
民
へ
の
宣
教
活
動
に
、
建
国
期
以
前
か
ら
大
変
熱
心
で

あ
っ
た%6

。
し
か
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
色
が
非
常
に
強
か
っ
た
こ
の
会
議
は
、
前
述

の
連
邦
補
助
金
問
題
や
、
当
時
東
部
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
新
移
民
問
題
な
ど
か
ら
、

一
八
八
〇
年
代
後
半
に
反
カ
ト
リ
ッ
ク
色
を
強
め
た%7

。
の
ち
に
セ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ

ベ
ル
ト
大
統
領
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
平
信
徒
で
バ
ル
テ
ィ
モ
ア
の
名
士
だ
っ
た
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
ボ
ナ
パ
ー
ト
（

）
を
Ｂ
Ｉ
Ｃ
委
員
に
任
命
し
た
た
め
、
一
九
〇
〇

年
世
代
に
な
る
と
カ
ト
リ
ッ
ク
が
会
議
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た%8

。
世
紀
転
換
期

以
降
に
帝
国
と
化
し
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
帝
国
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
し
、

国
内
の
対
立
が
帝
国
主
義
に
昇
華
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る%9

。
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
に
出

席
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
は
、
議
場
で
の
教
会
批
判
に
答
弁
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
会
議
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
と
い
っ
て
よ
い^0

。
と
く
に
、
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
が
、「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
他
の

依
存
民
（

）
友
愛
者
会
議
」
に
名
称
変
更
さ
れ
た
一
九
〇
四
年
に
、
ボ
ナ
パ

註：

海
外
先

住
民
を
示
す

註：

ナ
ポ
レ
オ
ン

一
世
の
弟
の
孫
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（図９）会議出席者の信仰教派の割合 

典拠：モホンク湖インディアン友愛者会議の議事録を基に筆者が調査したもの 
　 ：信者数比（全米）は、１８９０年国勢調査を基に筆者がグラフ化したもの 
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ー
ト
が
議
長
を
務
め
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

職
業

知
識
人
層
の
研
究
に
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
牧
師
で
あ
り
教
育
者
で
あ

る
人
物
な
ど
、
個
人
を
一
つ
の
職
業
に
特
定
で
き
な
い
者
が
多
い
。
各
自
の
判
断
で

職
業
を
一
つ
に
特
定
し
て
分
析
す
る
研
究
者
も
い
る
が
、
筆
者
は
、
そ
う
し
た
や
り

か
た
は
会
議
の
全
体
像
を
見
失
わ
せ
て
し
ま
う
と
考
え
る
。
各
々
の
職
業
が
、
改
革

運
動
に
と
っ
て
重
要
な
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
図
10
が
示
し
て
い
る
と
お
り
、
一
八
八
〇
年
世
代
で
最
も
多
か
っ
た
職
業

は
、
牧
師
（
神
父
）
で
あ
る
。
一
八
八
〇
世
代
で
は
会
衆
派

C
on

gregation
al

の
牧
師
で
、
ヘ
ン
リ

ー
・
ビ
ー
チ
ャ
ー
（

）
の
プ
リ
マ
ス
第
一
教
会
の
後
継
者
、
ラ
イ
マ
ン
・
ア

ボ
ッ
ト
ら
の
教
会
知
識
人
が
参
加
し
て
い
る^1

。
東
部
都
市
部
の
大
教
会
の
牧
師
は
、

名
門
の
子
弟
が
就
く
職
で
あ
り
、
知
識
人
の
代
表
だ
っ
た
。
し
か
し
牧
師
の
比
率
は
、

一
九
〇
〇
年
世
代
に
は
六
割
程
度
ま
で
減
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
九
〇
〇
年
以

降
の
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
で
も
、
牧
師
は
一
八
八
〇
年
世
代
を
中
心
に
ま
だ
多
数
派
を

占
め
て
い
た
が
、
新
し
い
世
代
の
改
革
者
は
、
あ
る
程
度
世
俗
化
し
た
と
も
と
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
宣
教
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
一
九
〇
〇
年
世
代
に
も
減
少
は
み
ら
れ

な
い
。
彼
ら
は
、
国
外
の
宣
教
に
つ
い
て
各
教
会
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
教

会
役
職
者
、
な
い
し
宣
教
師
で
あ
っ
た
。

次
に
教
育
関
係
者
で
あ
る
。
大
学
・
専
門
学
校
の
学
長
や
教
授
は
、
ど
の
世
代
に

つ
い
て
み
て
も
多
い
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
専
門
分
野
が
両
世
代
間
で
決
定
的
に
異

な
っ
て
い
た
。
先
住
民
教
育
者
に
携
わ
る
も
の
の
出
席
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
、
ハ
ン
プ
ト
ン
農
業
師
範
学
校
や
カ
ー
ラ
イ
ル
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
学
校
の
関
係
者

で
あ
る^2

。
彼
ら
は
、
会
議
の
運
営
委
員
と
し
て
、
ど
の
世
代
も
積
極
的
に
活
動
し
、

先
住
民
改
革
の
比
重
を
教
育
に
置
か
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

一
九
世
紀
末
の
都
市
改
革
運
動
の
多
く
は
、
州
レ
ベ
ル
の
問
題
で
あ
っ
た
。
諸
改

革
運
動
の
参
加
者
を
多
く
集
め
た
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
に
も
、
貧
民
や
障
害
者
な
ど
の

註：

ス
ト
ウ

夫
人
の
兄
弟

36

三
六

0%

5%

10%

15%

20%

25%

1880年世代 

1890年世代 

1900年世代 

（図10）会議出席者の職業の比率 

典拠：モホンク湖インディアン友愛者会議の議事録を基に筆者が調査したもの 
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諸
改
革
運
動
家
を
輩
出
し
た
州
慈
善
局
の

S
tate

B
oard

of
C

h
arities

有
力
者
が
参
加
し
て
い
る
。
し
か
し
先
住

民
改
革
の
特
色
は
、
先
住
民
が
「
連
邦
政
府
の

．
．
．
．
．

従
属
民
」
で
あ
っ
た
点
で
あ
り
、
連

邦
行
政
関
係
者
や
連
邦
議
員
が
多
く
参
加
し
て
い
る
。
先
述
の
ド
ー
ズ
上
院
議
員
の

他
に
、
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
・
ヘ
イ

（
　1877

〜1881

）

ズ
元
大
統
領
な
ど
伝
統
的
な
保
守
派
共
和

S
talw

art

党
議
員
が
、

一
八
八
〇
年
世
代
に
類
別
で
き
る
の
を
は
じ
め
、
一
九
〇
〇
年
世
代
で
も
、
下
院
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
委
員
会
の
議
長
で
、
タ
フ
ト
政
権
の
副
大
統
領
に
な
る
ジ
ョ
ン
・
シ
ャ

ー
マ
ン
が
出
席
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
会
議
の
主
力
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
そ
の
発
言

率
が
八
割
を
超
え
て
い
る
。
連
邦
行
政
か
ら
は
、
八
〇
年
代
以
来
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
局
長
な

ど
大
統
領
に
よ
っ
て
官
職
任
用
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト
職
が
多
く
出
席
し
て
い
る
。
一
九

〇
〇
年
世
代
ま
で
の
Ｂ
Ｉ
Ａ
関
係
者
の
出
席
者
数
の
伸
び
は
、
官
僚
化
の
進
展
に
よ

っ
て
役
職
が
増
加
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
ま
た
、
一
九
〇
〇
年
世
代
で
は
、
Ｂ
Ｉ

Ａ
以
外
の
連
邦
職
員
が
激
増
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
海
外
植
民
地
関
係
の
官
僚

で
あ
る
。
連
邦
陸
軍
か
ら
の
出
席
も
み
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、
エ
リ
ー
ト
軍
人
で
あ
る

が
、
先
住
民
行
政
へ
の
陸
軍
の
影
響
力
か
ら
す
る
と
招
待
者
は
少
な
い
。
七
〇
年
代

末
の
Ｂ
Ｉ
Ａ
の
陸
軍
省
移
転
案
を
め
ぐ
る
政
争
に
そ
の
原
因
が
あ
る
が
、
八
〇
年
代

後
期
か
ら
は
陸
軍
の
柱
石
で
あ
る
オ
リ
バ
ー
・
ハ
ワ
ー
ド
将
軍
が
毎
年
会
議
に
招
待

さ
れ
て
い
る^3

。
一
九
〇
〇
年
世
代
で
は
軍
人
が
増
加
し
て
い
る
が
、
彼
ら
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
な
ど
の
植
民
地
の
軍
政
に
関
係
し
た
者
た
ち
で
あ
る
。

銀
行
家
や
産
業
資
本
家
な
ど
財
界
の
有
力
者
も
多
く
出
席
し
て
い
る
。
一
八
八
〇

年
世
代
は
薬
品
会
社
経
営
者
の
ル
シ
エ
ン
・
ワ
ー
ナ
ー
、
九
〇
年
世
代
で
は
、
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
の
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
や
、
銀
行
家
の
ワ
ー
ナ
ー
・
バ

ン
ノ
ー
デ
ン
な
ど
が
出
席
し
た
。
高
学
歴
を
誇
る
ワ
ー
ナ
ー
な
ど
の
タ
イ
プ
と
、
た

た
き
上
げ
の
資
本
家
で
あ
る
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
な
ど
の
タ
イ
プ
と
に
分
か
れ
る
が
、

前
者
が
運
営
委
員
を
務
め
る
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は

発
言
す
ら
み
ら
れ
な
い
。
後
者
の
タ
イ
プ
が
ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
の
い
う
と
こ
ろ
の

新
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
が
、
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
で
は
、
彼
ら
を
慈
善
家
と
し
て
扱
っ
て

お
り
、
敵
対
関
係
は
み
い
だ
せ
な
い
。

専
門
職
に
つ
い
て
い
え
ば
、
法
曹
関
係
者
や
内
科
医
な
ど
が
少
数
な
が
ら
参
加
し

て
い
る
が
、
む
し
ろ
注
目
す
べ
き
は
、
参
加
し
た
新
聞
や
雑
誌
の
編
集
者
の
数
で
あ

る
。
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
は
、
こ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
し
て
会
議
の
社
会
的
影
響
力

を
強
め
る
た
め
、
九
九
年
に
プ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
担
当
者
を
任
命
し
て
い
る
。
教
会
知

識
人
層
が
会
議
に
多
か
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
、
一
八
八
〇
年
世
代
は
、
宗
教
系
の

雑
誌
の
編
集
者
が
主
だ
っ
た
が
、
一
九
〇
〇
年
世
代
に
な
る
と
、
一
般
雑
誌
や
新
聞

記
者
が
増
加
し
て
い
る
。
会
議
が
、
世
俗
知
識
人
の
興
味
を
惹
く
海
外
帝
国
の
問
題

を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
知
識

人
を
中
心
と
し
た
旧
勢
力
が
、
革
新
主
義
時
代
以
後
、
新
世
代
の
学
者
や
植
民
地
官

僚
・
軍
人
・
世
俗
雑
誌
の
編
集
者
な
ど
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
な
ど

の
連
邦
政
府
の
官
僚
化
が
進
展
し
た
た
め
、
官
僚
の
数
も
増
え
、
会
議
の
専
門
化
も

進
ん
だ
。
そ
し
て
、
一
九
〇
〇
年
世
代
で
会
議
の
運
営
委
員
に
就
い
た
者
の
多
く
が
、

こ
れ
ら
の
新
し
い
職
業
の
担
い
手
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
点
は
、
革
新
主
義
が
新
し
い
職
層
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
と
す
る
ウ
ィ
ー
ビ
ー
ら

の
議
論
を
補
完
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
会
議
出
席
者
の
任
命
権
を
握
っ
た
一

八
八
〇
年
世
代
が
、
こ
れ
ら
の
世
代
を
協
調
的
に
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
緩

慢
な
変
化
だ
っ
た
。

女
性
参
加
者

最
後
に
女
性
参
加
者
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
は
、

の
べ
三
八
六
人
の
女
性
が
出
席
し
て
い
る
。
女
性
は
一
八
八
〇
年
世
代
と
一
八
九
〇

年
世
代
に
集
中
し
て
お
り
、
総
出
席
者
の
約
三
割
が
女
性
で
あ
る
。
女
性
は
、
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
世
紀
後
期
の
教
会
主
導
の
諸
改
革
に
大
き
な
役
割
を

は
た
し
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
会
議
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
一
八
八
〇
年
世
代
は
、
会

議
の
運
営
面
で
大
き
な
力
を
発
揮
し
、
会
議
の
事
務
局
員
の
多
く
を
占
め
た
。
ま
た
、
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一
八
九
九
年
ま
で
は
、
運
営
委
員
の
二
五
％
が
女
性
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
九
〇
〇
年
以
後
、
女
性
の
運
営
委
員
（
皆
一
八
八
〇
年
世
代
）
は
総
出
席
者
の
一
割

を
下
回
り
、
事
務
局
員
も
ほ
ぼ
男
性
が
務
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

恐
ら
く
都
市
に
お
け
る
中
産
層
女
子
労
働
の
増
加
や
、
教
会
を
中
心
と
す
る
改
革
運

動
の
翳
り
、
な
い
し
改
革
の
関
心
が
都
市
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
に
移
行
し
た
こ
と
な

ど
か
ら
説
明
で
き
よ
う
。

参
加
し
た
女
性
の
大
半
は
、
家
事
手
伝
い
で
あ
っ
た
（
図
11
）。
産
業
化
の
進
展
で
余

暇
を
得
た
女
性
が
、
改
革
へ
参
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
女
性
参
加
者
の
配
偶
者

（
未
婚
の
場
合
は
父
）
は
、
実
業
家
・
牧
師
・
大
学
教
師
と
い
っ
た
高
給
職
が
多
か
っ
た^4

。

一
方
、
職
業
女
性
の
参
加
も
み
ら
れ
る
。
な
か
で
も
教
育
関
係
者
が
目
立
ち
、
そ

の
六
割
は
高
等
女
子
教
育
の
関
係
者
、
残
り
の
四
割
が
先
住
民
学
校
の
教
師
で
あ
っ

た
。
先
住
民
学
校
の
教
師
は
、
結
婚
前
の
有
力
者
の
子
女
も
多
か
っ
た
。
例
え
ば
会

議
に
参
加
し
た
ハ
ン
プ
ト
ン
学
校
の
教
師
、
ア
ン
ナ
・
ビ
ー
チ
ャ
ー
・
ス
コ
ヴ
ィ
ル

は
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ビ
ー
チ
ャ
ー
の
孫
で
あ
っ
た
。
続
い
て
婦
人
伝
道
局
の
関
係
者
も

多
く
出
席
し
て
い
る
。
彼
女
ら
は
先
住
民
伝
道
に
お
い
て
、
寄
附
活
動
や
居
留
地
へ

の
マ
ト
ロ
ン
の
派
遣
な
ど
に
深
く
か
か
わ
っ
た^5

。

Ⅳ
　
結
論
と
今
後
の
展
望

こ
こ
ま
で
、
モ
ホ
ン
ク
湖
友
愛
者
会
議
出
席
者
の
社
会
経
済
的
な
特
質
を
数
量
的

に
分
析
し
て
き
た
。
人
名
事
典
を
用
い
た
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
分
析
の
性
質
上
、
本
稿
で

明
ら
か
に
で
き
た
の
は
、
会
議
の
指
導
者
層
が
中
心
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

こ
で
あ
え
て
、
各
世
代
ご
と
の
典
型
的
な
出
席
像
を
示
す
と
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

第
一
に
、
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
の
初
期
メ
ン
バ
ー
（
一
八
八
〇
年
世
代
）
は
、
①
一

八
三
〇
年
代
以
前
、
な
い
し
一
八
四
五
年
前
後
に
、
②
主
に
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
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（図11）女性出席者の職業 

典拠：モホンク湖インディアン友愛者会議の議事録を基に筆者が調査したもの 

 

家
事
手
伝
い 

そ
の
他
の
職
業 

作
家
・
芸
術
家 

法
曹
関
係
者 

内
科
医
・
外
科
医 

地
方
官
僚
・
公
務
員 

連
邦
官
僚
・
公
務
員 

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
職
員 

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
教
育
者 

雑
誌
編
集 

宗
教
雑
誌
編
集 

学
校
理
事
な
ど 

大
学
及
び
専
門
学
校
教
授
／
学
長 

教
会
／
宣
教
関
係 



や
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ト
の
比
較
的
裕
福
な
家
庭
に
生
ま
れ
た
男
女
で
、
③
ア
イ
ビ
ー
リ

ー
グ
で
学
ん
で
神
学
・
法
学
博
士
号
を
併
せ
て
と
り
、
④
会
衆
派
な
ど
の
伝
統
的
な

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
派
を
信
仰
し
、
⑤
古
く
か
ら
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ト
に
居
住
す
る
地

方
の
名
士
や
、
諸
改
革
運
動
の
中
心
地
で
あ
っ
た
ボ
ス
ト
ン
に
移
り
住
ん
だ
者
が
多

く
、
⑥
教
会
関
係
者
や
神
学
教
授
な
ど
の
教
会
知
識
人
を
主
流
と
し
て
、
⑦
世
紀
転

換
期
以
後
も
変
わ
ら
ず
会
議
の
幹
部
を
務
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
革
新
主
義
時
代
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
（
一
九
〇
〇
年
世
代
）
は
、
①

南
北
戦
争
前
夜
の
一
八
五
〇
年
代
以
後
に
、
②
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ト
や
五
大
湖
沿
岸
諸

州
に
生
ま
れ
た
男
女
で
、
③
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
で
学
ん
で
、
法
学
博
士
号
を
取
得
し
、

④
伝
統
的
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
派
が
多
い
も
の
の
、
あ
る
者
は
カ
ト
リ
ッ
ク
を
信

仰
し
、
⑤
主
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
近
郊
に
住
む
者
で
あ
り
、
⑥
社
会
科
学
の
教
授
職

や
海
外
宣
教
師
、
も
し
く
は
政
府
の
官
僚
な
ど
を
主
流
と
し
つ
つ
、
⑦
世
紀
転
換
期

以
降
改
革
に
参
加
し
、
会
議
の
役
職
を
務
め
た
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、
両
者
の
中
間
で
あ
る
不
況
期
に
会
議
に
加
わ
っ
た
者
（
一
八
九
〇
年
世

代
）
は
、
ほ
ぼ
一
八
八
〇
年
世
代
と
同
様
な
背
景
・
年
齢
層
・
信
仰
教
派
を
持
つ
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
都
市
部
の
居
住
者
だ
が
、
会
議
で
は
あ
ま
り
発
言
せ
ず
、
役
職
も
ほ
と

ん
ど
担
わ
ず
会
議
の
主
力
に
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
各
世
代
の
出
席
者
像
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
本
稿
は
、
冒
頭
で
あ
げ
た
目

的
に
対
応
す
る
、
次
の
よ
う
な
結
論
に
達
す
る
。

第
一
に
、
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
出
席
者
は
、
東
部
の
世
論
を
形
成
し
た
比
較
的
余
裕

が
あ
る
中
産
層
に
所
属
す
る
知
識
人
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
系
の
教
会
知
識
人
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
聖
俗
を
問
わ
な
い
多
様
な
知
識
人
で

構
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ブ
ラ
ー
ミ
ン
な
ど
の
古
く
か
ら
東
部
都
市
部
に
居
住
し
た

旧
家
の
上
流
知
識
人
と
は
、
生
誕
地
、
職
層
、
信
仰
教
派
の
点
で
大
き
く
異
な
っ
て

お
り
、
東
部
の
地
方
都
市
の
名
家
出
身
の
者
が
中
心
だ
っ
た
。

第
二
に
、
出
席
し
た
知
識
人
エ
リ
ー
ト
を
よ
り
詳
し
く
み
れ
ば
、
世
代
ご
と
に
そ

の
特
質
の
変
化
が
み
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
会
議
当
初
か
ら
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た

一
八
八
〇
年
世
代
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
教
会
知
識
人
が
中
心
だ
っ
た
が
、
世

紀
転
換
期
以
後
に
加
わ
っ
た
一
九
〇
〇
年
世
代
は
、
社
会
科
学
者
な
ど
の
世
俗
の
知

識
人
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
会
議
の
強
い
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
義
も
緩
和
さ
れ
て
、

カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
教
会
知
識
人
の
参
加
が
み
ら
れ
た
。

第
三
に
、
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
の
場
合
、
革
新
主
義
研
究
の
通
説
と
は
異
な
り
、
世

紀
転
換
期
前
後
に
お
い
て
改
革
運
動
の
断
絶
が
み
ら
れ
な
い
。
い
ま
ま
で
の
研
究
は
、

革
新
主
義
の
革
新
性
を
強
調
す
る
た
め
に
、
一
九
世
紀
末
ま
で
の
改
革
運
動
と
の
相

違
点
が
必
要
以
上
に
強
調
さ
れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
。
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
も
、
た

し
か
に
一
九
〇
〇
年
世
代
と
そ
れ
ま
で
の
世
代
と
で
は
、
知
識
人
と
し
て
の
特
質
が

異
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
強
調
す
べ
き
な
の
は
、
一
八
八
〇
年
世
代
が
、

引
き
続
き
会
議
を
指
導
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
彼
ら
が
新
世
代
の
改
革
者
と
協
調
し

て
改
革
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
を
通
し

て
当
時
の
改
革
運
動
を
み
る
な
ら
ば
、
一
九
世
紀
末
か
ら
革
新
主
義
時
代
に
か
け
て

の
東
部
の
諸
改
革
の
担
い
手
は
、
一
九
世
紀
末
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
教
会
知
識
人

を
基
盤
に
し
つ
つ
も
、
新
た
な
タ
イ
プ
の
知
識
人
が
協
調
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ

と
で
、
非
常
に
緩
や
か
に
変
遷
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
今
後
の
課
題
を
提
示
す
る
。
図
１
で
み
た
よ
う
に
、
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議

に
は
諸
分
野
の
改
革
者
た
ち
が
集
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
の
冒
頭
で
は
、
先

住
民
改
革
の
系
譜
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
諸
改
革
運
動
の
系
譜
と
し
て
も
こ
の
会
議

を
解
釈
し
う
る
と
述
べ
た
。
今
後
は
こ
の
見
解
を
よ
り
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
に
出
席
し
た
諸
分
野
の
改
革
者
間
の
交
流
関
係
を
精
査
し
、
広
く

諸
改
革
運
動
を
包
含
し
た
改
革
者
の
「
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
存
在
し
た
こ
と
を

示
し
た
い
。
こ
れ
が
明
ら
か
と
な
れ
ば
、
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
が
革
新
主
義
時
代
に
ア

メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
支
援
組
織
と
な
っ
て
い
る
事
実
か
ら
、
一
九
世
紀
末
か
ら
継
続
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し
た
「
諸
改
革
運
動
の
延
長
」
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
を
再
検
討
す
る
素
地

が
つ
く
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
究
極
的
に
本
論
の
分
析
を
意
味
づ
け
る
に
は
、
本
論
で
分
析
し
た
事
実
を

土
台
に
し
て
、
両
時
代
の
思
想
的
な
関
係
―
改
革
者
に
内
面
的
な
変
化
が
み
ら
れ
た

の
か
ど
う
か
―
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
も
ま
た
筆
者
の
課
題

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

q

革
新
主
義
に
つ
い
て
は
、
志
邨
晃
佑
に
よ
っ
て
詳
し
い
研
究
が
な
さ
れ
た
。
志
邨

晃
佑
「
ア
メ
リ
カ
革
新
主
義
の
一
側
面
―
帝
国
主
義
理
念
と
の
関
係
に
つ
い
て
」『
西

洋
史
学
』
三
八
号
（
一
九
五
八
年
七
月
）、
二
一
〜
三
八
頁
。
志
邨
晃
佑
「
ア
メ
リ
カ

革
新
主
義
運
動
の
成
果
―
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
運
動
を
め
ぐ
っ
て
」『
史
林
』
第
四
六

巻
六
号
（
一
九
六
四
年
二
月
）、
七
一
〜
一
一
四
頁
。
志
邨
晃
佑
「
州
政
治
に
お
け
る

革
新
主
義
運
動
（
第
１
章
）」
関
西
ア
メ
リ
カ
史
研
究
会
編
著
『
ア
メ
リ
カ
革
新
主
義

試
論
』（
小
川
出
版
、
一
九
七
三
年
）、
一
九
〜
六
〇
頁
。
志
邨
晃
佑
「
ア
メ
リ
カ
革

新
主
義
運
動
の
解
釈
」
広
島
史
学
研
究
会
編
『
史
学
研
究
五
〇
周
年
記
念
論
叢
―
世

界
編
』（
福
武
書
店
、
一
九
八
〇
年
）、
四
二
三
〜
四
九
頁
。
志
邨
晃
佑
「
革
新
主
義

に
お
け
る
都
市
政
治
―
シ
カ
ゴ
の
場
合
」『
史
林
』
第
六
三
巻
四
号
（
一
九
八
〇
年
五

月
）、
一
〜
二
六
頁
。
志
邨
晃
佑
「
革
新
主
義
運
動
の
諸
解
釈
」
関
西
ア
メ
リ
カ
史
研

究
会
編
著
『
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
―
伝
統
と
革
新
を
求
め
て
下
』（
柳
原
書
店
、
一
九

八
二
年
）、
一
四
〜
一
六
頁
。
志
邨
晃
佑
「
革
新
主
義
―
禁
酒
法
の
位
置
づ
け
を
中
心

に
」『
ア
メ
リ
カ
史
研
究
』
第
七
号
（
一
九
八
四
年
）、
九
〜
一
六
頁
。

w

Ｒ
・
ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
『
改
革
の
時
代
―
農
民
神
話
か
ら
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
へ
』

清
水
知
久
、
斎
籐
眞
、
泉
昌
一
、
阿
部
斉
、
有
賀
弘
、
宮
島
直
機
共
訳
（
み
す
ず
書

房
、
一
九
八
八
年
）。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
学
派
が
台
頭
し
た
一
九
五
〇
年
代
に
お
い
て
、

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
再
検
討
す
る
立
場
か
ら
、
ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
は
こ
の
よ
う
な

見
解
に
い
た
っ
た
。
な
お
、
彼
以
前
の
研
究
は
、
デ
ウ
ィ
ッ
ト
や
、
ビ
ア
ー
ド
な
ど

の
革
新
主
義
学
派
を
は
じ
め
、「
特
種
利
益
に
た
い
す
る
民
衆
の
戦
い
」
と
し
て
、
革

新
主
義
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。B

en
jam

in
P

arke
D

e
W

itt,
T

h
e

P
rogressive

M
ovem

en
t:

A
N

on
-P

artisan
,

C
om

preh
en

sive
D

iscu
ssion

of
C

u
rren

t

T
en

d
en

cies
in

A
m

erican
P

olitics
(N

ew
Y

ork:
M

acm
illan

,
1915);

チ
ャ
ー

ル
ズ
・
ビ
ア
ー
ド
、
メ
ア
リ
・
ビ
ア
ー
ド
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ビ
ア
ー
ド
『
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
史
』
新
版
松
本
重
治
、
岸
村
金
次
郎
、
本
間
長
世
訳
（
岩
波
書
店
、
一
九
六

四
年
）、
三
八
八
〜
四
〇
四
頁
。
高
木
八
尺
『
米
国
政
治
史
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、

一
九
五
〇
年
）。
デ
ウ
ィ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
革
新
主
義
は
、
一
般
大
衆
・
農
民
・
労
働

者
・
小
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
運
動
で
あ
っ
た
。
ま
た
ヒ
ッ
ク
ス
ら
は
、

革
新
主
義
の
起
源
を
一
九
世
紀
末
の
ア
メ
リ
カ
西
部
及
び
南
部
農
業
地
域
の
「
先
進

的
な
」
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
に
求
め
た
。Joh

n
D

on
ald

H
ick

s,
T

h
e

P
opu

list

R
evolt:

A
H

istory
of

th
e

F
arm

ers’
A

llian
ce

an
d

th
e

P
eople’s

P
arty

(M
in

n
eapolis:

T
h

e
U

n
iv.

of
M

in
n

esota
P

ress,
1931);

Joh
n

D
on

ald

H
icks,

"T
h

e
P

ersisten
ce

of
P

opu
lism

,"
M

in
n

esota
H

istory
12

(M
arch

1931):
3-20;C

.V
an

n
W

oodw
ard,

O
rigin

s
of

th
e

N
ew

S
ou

th
,

1877-1913,

A
H

istory
of

th
e

S
ou

th
,

vol.
9

([B
aton

R
ou

ge]:
L

ou
isian

a
S

tate
U

n
iv.

P
ress,

1951);
R

u
ssel

B
.

N
ye,

M
id

w
estern

P
rogressive

P
olitics:

A

H
istorical

S
tu

d
y

of
Its

O
rigin

s
an

d
D

evelopm
en

t,
1870-1950

(E
ast

L
an

sin
g:M

ich
igan

S
tate

C
ollege

P
ress,

1951);

ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
に
先
だ

っ
て
革
新
主
義
の
都
市
起
源
を
論
じ
た
の
は
、G

eorg
e

E
.

M
ow

ry
,

T
h

e

C
aliforn

ia
P

rogressives,
C

h
ron

icles
of

C
aliforn

ia
S

eries
(B

erk
eley:

U
n

iversity
of

C
aliforn

ia
P

ress,1951)

で
あ
る
。

e

ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
は
、
革
新
主
義
者
の
職
層
と
し
て
、
規
模
の
小
さ
な
商
人
や

製
造
業
者
・
法
律
家
・
編
集
者
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
牧
師
・
旧
く
か
ら
商
人
・
小
製

造
業
者
・
定
評
あ
る
専
門
職
業
家
・
大
学
教
授
を
あ
げ
て
い
る
。
ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ

ー
、
一
二
七
〜
二
八
、
一
三
九
頁
。

r

例
え
ば
、
ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
が
改
革
の
敵
対
勢
力
と
位
置
づ
け
て
い
た
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
は
、
ニ
ュ
ー
レ
フ
ト
史
家
の
コ
ル
コ
な
ど
に
よ
っ
て
、
革
新
主
義
運
動
の
支

持
者
（
＝
受
益
者
）
と
し
て
批
判
的
に
検
討
さ
れ
た
。G

a
b

riel
K

olk
o,

T
h

e

T
riu

m
ph

of
C

on
servatism

:
A

R
ein

terpretation
of

A
m

erican
H

istory,

1900-1916
(N

ew
Y

ork
:

F
ree

P
ress,

1963);
Jam

es
W

ein
stein

,
T

h
e

C
orporate

Id
eal

in
th

e
L

iberal
S

tate,
1900-1918,

B
eacon

P
aperback,

n
o.
327

(B
oston

:
B

eacon
P

ress,
1969);

R
obert

H
.

W
iebe,

"B
u

sin
ess

40

四
〇



D
estin

y
an

d
th

e
P

rogressive
M

ovem
en

t,
1901-1904,"

T
h

e
M

ississippi

V
alley

H
istorical

R
eview

44
(M

arch
1958):

664-85;

コ
ー
ポ
レ
ッ
ト
・
リ
ベ

ラ
リ
ズ
ム
論
を
中
心
と
し
た
ニ
ュ
ー
レ
フ
ト
史
学
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
高
橋
章

『
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
成
立
史
の
研
究
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）、
一

六
四
〜
八
六
頁
を
参
照
。
ま
た
バ
ン
カ
ー
ら
は
、
都
市
移
民
層
と
そ
れ
に
基
盤
を
置

く
マ
シ
ー
ン
政
治
家
が
、
革
新
主
義
運
動
の
重
要
な
支
持
者
だ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。J.

Joseph
H

u
th

m
ach

er,
"T

h
e

U
rban

L
iberalism

an
d

th
e

A
ge

of
R

eform
,"

T
h

e
M

ississippi
V

alley
H

istorical
R

eview
49

(M
arch

1958):

231-41;
Joh

n
D

.
B

u
en

ker,"E
dw

ard
F

.
D

u
n

n
e:

T
h

e
U

rban
N

ew
S

tock

D
em

ocrat
as

P
rogressive,"

M
id

-A
m

erica
50

(Jan
u

ary
1968),3-21.

t

R
obert

H
.

W
iebe,

T
h

e
S

earch
for

O
rd

er,
1877-1920,

T
h

e
M

akin
g

of

A
m

erica,
vol.

5
(N

ew
Y

ork
:

H
ill

an
d

W
an

g,
1967),

166;
S

am
u

el
P

.

H
ays,T

h
e

R
espon

se
to

In
d

u
strialism

,1885-1914,T
h

e
C

h
icago

H
istory

of
A

m
erican

C
ivilization

(C
h

icago:
U

n
iv.

of
C

h
icago

P
ress,

1957);

ウ
ィ

ー
ビ
ー
に
関
し
て
は
、
我
が
国
で
も
注
目
さ
れ
た
。
志
邨
晃
佑
「
ロ
バ
ー
ト
Ｈ
ウ

ィ
ー
ビ
の
ア
メ
リ
カ
史
」『
ア
メ
リ
カ
史
評
論
』
第
六
号
（
一
九
八
七
年
一
一
月
）、

一
〜
二
六
頁
。
横
山
良
「
ウ
ィ
ー
ビ
ー
史
学
に
お
け
る
民
主
主
義
論
の
展
開
」『
ア
メ

リ
カ
史
評
論
』
第
二
〇
号
（
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）、
一
〜
一
三
頁
。
中
野
耕
太
郎

「
民
衆
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
戦
い
―
ロ
バ
ー
ト
・
Ｈ
・
ウ
ィ
ー
ビ
ー
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
研
究
」『
ア
メ
リ
カ
史
評
論
』
第
二
〇
号
（
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）、
一
四
〜
二
四

頁
。

y

ウ
ィ
ー
ビ
ー
の
い
う
新
中
産
階
級
と
は
、
医
者
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
・
科
学
者
・
技

術
者
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
新
し
い
時
代
の
専
門
職
で
あ
る
。W

iebe,

168;

彼
と
は
逆
に
、
大
衆
蜂
起
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
小
手
先
の
改
革
と
し
て
、
革
新

主
義
を
否
定
的
に
捉
え
る
の
は
、
ハ
ワ
ー
ド
・
ジ
ン
『
民
衆
の
ア
メ
リ
カ
史
中
』
猿

谷
要
監
訳
、
平
野
孝
訳
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
八
二
年
）、
五
七
七
〜
七
九
頁
。

u

A
rthur

S
.

L
ink

and
R

ichard
L

.
M

cC
orm

ick,
P

rogressivism
(A

rlington

H
eigh

ts:H
arlan

D
avidson

,In
c.,1983),7-8.

i

セ
ー
レ
ン
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
議
会
に
お
け
る
革
新
党
員
と
保
守
系
議
員
の

比
較
を
行
い
、
両
者
の
社
会
経
済
的
特
質
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
、
こ
の
論
拠
に
し

て
い
る
。D

avid
P

.
T

h
elen

,
"T

h
e

S
ocial

T
en

sion
s

an
d

th
e

O
rigin

s
of

P
rogressivism

,"
J

ou
rn

al
of

A
m

erican
H

istory
56

(S
eptem

ber
1969):

323-41.

o

ジ
ャ
ニ
ッ
ク
は
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
の
革
新
党
指
導
層
の
分
析
を
通
し
て
、「
旧
エ

リ
ー
ト
」
が
、
革
新
主
義
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
た
と
い
う
点
で
ウ
ィ
ー
ビ
ー
説
を

修
正
し
、「
旧
エ
リ
ー
ト
」
が
そ
の
威
信
を
失
う
こ
と
な
し
に
新
し
い
官
僚
型
の
政
治

経
済
学
に
適
応
し
た
と
い
う
点
で
、
ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
説
を
修
正
し
た
。H

erbert

F
.

J
a

n
ick

,
G

overn
m

en
t

for
th

e
P

eop
le:

T
h

e
L

ea
d

ersh
ip

of
th

e

P
rogressive

P
arty

in
C

on
n

ecticu
t

(N
ew

Y
ork:G

arlan
d

P
u

blish
in

g,In
c.,

1993),3-26,179-93.

!0

P
eter

G
.

F
ilen

e,
"A

n
O

bitu
ary

for
th

e
‘P

rogressive
M

ovem
en

t’,"

A
m

erican
Q

u
arterly

22
(1970):20-34.

!1

こ
の
よ
う
な
新
し
い
研
究
動
向
の
う
ち
、
都
市
部
の
市
政
改
革
者
に
関
し
て
は
、

志
邨
晃
佑
「
ア
メ
リ
カ
革
新
主
義
運
動
の
解
釈
」、
四
二
三
〜
四
九
頁
。Jam

es
J.

C
on

n
olly,

T
h

e
T

riu
m

p
h

of
E

th
n

ic
P

rogressivism
:

U
rba

n
P

olitica
l

C
u

ltu
re

in
B

oston
,1900-1925

(C
am

bridge:H
arvard

U
n

iv.P
ress,1998);

平
田
美
和
子
『
ア
メ
リ
カ
都
市
政
治
の
展
開
―
マ
シ
ー
ン
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
』
武

蔵
大
学
研
究
叢
書
94
（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。
労
働
者
階
級
の
革
新

主
義
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
野
村
達
朗
「
革
新
主
義
時
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ

労
働
者
階
級
と
政
治
―
研
究
動
向
の
紹
介
」『
ア
メ
リ
カ
史
評
論
』
第
二
号
（
一
九
八

三
年
一
一
月
）
、
一
〜
一
〇
頁
を
参
照
。
女
性
改
革
者
に
関
す
る
研
究
動
向
は
、

N
oralee

F
ran

kel
an

d
N

an
cy

S
.

D
ye,

eds.,
G

en
d

er,
C

lass,
R

ace,
an

d

R
eform

in
the

P
rogressive

E
ra

(L
exington:

T
he

U
niv.

P
ress

of
K

entucky,

1991)

の
所
収
論
文
を
参
照
。

!2

一
例
と
し
て
は
、
一
九
世
紀
末
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
に
そ
の
起
源
を
み
る
高
橋
章
、

九
三
年
不
況
以
後
の
市
政
改
革
運
動
の
組
織
化
を
源
泉
と
み
る
平
田
美
和
子
、
草
創

期
に
お
け
る
社
会
福
音
主
義
の
成
果
を
強
調
し
た
グ
ー
ル
ド
が
あ
げ
ら
れ
る
。
高
橋

章
「
革
新
主
義
政
治
の
展
開
（
第
６
章
、
第
２
節
）」『
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
』
野
村
達

郎
編
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
八
年
）、
一
四
九
頁
。
平
田
、
一
七
〇
〜
七
一

頁
。

S
ta

n
ley

P
.

C
a

in
e,

"T
h

e
O

rigin
s

of
P

rogressivism
,"

in
T

h
e

P
rogressive

E
ra,

ed.
L

ew
is

L
.

G
ou

ld
(S

yracu
se:

S
yracu

se
U

n
iv.

P
ress,

1974),
11-34;

T
h

elen
:
336;

L
in

k
an

d
M

cC
orm

ick
,
11-20;

W
illiam

L
.

41

四
一

一
九
世
紀
末
か
ら
革
新
主
義
時
代
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
東
部
諸
改
革
運
動
の
系
譜



O
'N

eill,
T

h
e

P
rogressive

Y
ears:

A
m

erica
C

om
es

of
A

ge
(N

ew
Y

ork
:

H
arper

&
R

ow
P

u
blish

ers,
1975),

1-19;

志
邨
晃
佑
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

州
に
つ
い
て
、
一
九
世
紀
末
に
革
新
主
義
の
起
源
が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
志

邨
「
州
政
治
に
お
け
る
革
新
主
義
」、
四
〇
〜
五
〇
頁
。

!3

各
地
の
革
新
党
員
に
関
す
る
数
量
的
分
析
で
、
ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
説
を
裏
付
け

た
も
の
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
革
新
党
に
つ
い
て
、M

ow
ry,
88-9;

全
国
的
な
分

析
は
、A

lfred
C

handler,
Jr.,

"T
he

O
rigins

of
P

rogressive
L

eadership,"
in

T
h

e
L

etters
of

T
h

eod
ore

R
oosevelt,

v
ol.
8,

ed
.

E
ltin

g
M

orison

(C
am

bridge:H
arvard

U
n

iv.P
ress,1951)

で
あ
る
。
ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
説
を

批
判
し
た
実
証
研
究
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
革
新
党
に
つ
い
て
、T

h
elen

:
323-

41;

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
革
新
党
に
つ
い
て
、R

ich
ard

B
.

S
h

erm
an

,
"T

h
e

S
tatu

s
R

evolu
tion

an
d

M
assach

u
setts

P
rogressive

L
ead

ersh
ip

,"

P
olitical

S
cien

ce
Q

u
arterly

77
(M

arch
1963):

59-65;

オ
ハ
イ
オ
革
新
党
に
つ

い
て
、E

.D
an

ielP
otts,"T

h
e

P
rogressive

P
rofile

in
Iow

a,"
M

id
-A

m
erica

47
(O

ctober
1965),257-68

で
あ
る
。

!4

先
住
民
改
革
を
革
新
主
義
の
一
つ
と
み
な
せ
る
か
ど
う
か
は
、
慎
重
に
検
討
す
べ

き
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
①
今
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
革
新
主
義
時
代
の
改
革

が
近
年
再
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
②
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
に
は
、
す
で
に
革
新
主

義
の
一
つ
と
し
て
研
究
者
に
認
知
さ
れ
て
い
る
諸
改
革
か
ら
指
導
者
が
集
ま
っ
て
い

る
こ
と
、
③
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
が
、
海
外
植
民
地
の
先
住
民
改
革
と
い
う
革
新
主
義

者
が
大
い
に
関
心
を
持
っ
た
帝
国
の
問
題
を
扱
う
機
関
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
以
上

三
点
を
勘
案
す
れ
ば
、
革
新
主
義
の
担
い
手
の
問
題
に
つ
い
て
、
本
稿
は
有
用
な
示

唆
を
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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on
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h
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iberty

an
d
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stice
for
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R
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d
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e

S
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1
8

7
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9
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5
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a

n
F
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n

cisco:
H

a
rp

er
&

R
ow

P
u

blish
ers,1990).

!6

禁
酒
運
動
に
つ
い
て
は
、
岡
本
勝
『
ア
メ
リ
カ
禁
酒
運
動
の
軌
跡
―
植
民
地
時
代

か
ら
全
国
禁
酒
法
ま
で
』
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ａ
西
洋
史
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
２
（
ミ
ネ
ル
ヴ

ァ
書
房
、
一
九
九
四
年
）。
志
邨
「
革
新
主
義
―
禁
酒
法
」、
九
〜
一
六
頁
を
参
照
。

先
住
民
改
革
と
奴
隷
解
放
運
動
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、R

ob
ert

W
in

ston

M
ardock,T

h
e

R
eform

ers
an

d
th

e
A

m
erican

In
d

ian
(C

olu
m

bia:U
n

iv.of

M
issou

riP
ress,1971),8-18

を
参
照
。
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ress,1998),73-85.

!8

R
obert

L
.

B
eisn

er,
T
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e
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perialists,
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ew
Y

ork:
M

cG
raw
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ill
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ook

C
om

pan
y,
1968),

5-17;
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n

G
.

S
proat,

T
h

e
B

est
M

en
:

L
iberal

R
eform

ers
in

th
e

G
ild

ed
A

ges
(N

ew

Y
ork:

O
xford

U
n

iv.
P

ress,
1968;

1971);

し
か
し
、
マ
グ
ワ
ン
プ
を
地
位
革
命

の
犠
牲
者
と
し
て
解
釈
す
る
点
で
は
、
ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
と
同
じ
で
あ
る
。
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P
au

l
B

oyer,
U
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M
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an

d
M

oral
O

rd
er

in
A

m
erica,

1820-1920

(C
am

bridge:H
arvard

U
n

iv.P
ress,1978),123-292.

@0

メ
ル
テ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ェ
イ
理
論
は
、H

en
ry

A
llen

B
u

llock
,

A
H

istory
of

N
egro

E
d

u
cation

in
th

e
S

ou
th

:
F

rom
1619

to
th

e
P

resen
t

(C
am

bridge:

H
arvard

U
n

iv.
P

ress,
1967),

123;

Ｃ
・
Ｖ
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
『
ア
メ
リ
カ
人
種

差
別
の
歴
史
』
清
水
博
、
長
田
豊
臣
、
有
賀
貞
訳
（
福
村
出
版
、
一
九
七
七
年
）、
八

一
〜
八
三
頁
を
参
照
。

@1

D
avid

M
.R

eim
ers,W

hite
P

rotestantism
and

the
N

egro
(N

ew
Y

ork:O
xford

U
niversity

P
ress,1965);

長
田
豊
臣
も
「
黒
人
問
題
は
、「
革
新
」
へ
の
阻
害
的
要
素

と
し
て
し
か
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
長
田
豊
臣
「
黒
人
と
革
新
主
義

（
第
７
章
）」『
ア
メ
リ
カ
革
新
主
義
試
論
』（
小
川
出
版
、
一
九
七
三
年
）、
一
五
九
頁
。

他
に
、G

eorge
M

.
F

redrickson,
T

he
B

lack
Im

age
in

the
W

hite
M

ind:
T

he

D
ebate

on
A

fro-A
m

erican
C

haracter
and

D
estiny,

1817-1914,
R

ace
and

A
m

erican
C

ulture
(N

ew
Y

ork:
H

arper
&

R
ow

,
1971),

283-319;
T

hom
as

F
.

G
ossett,R

ace:T
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H
istory

ofan
Idea
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A

m
erica,N

ew
E

dition
(N

ew
Y

ork:

O
xford

U
niv.P

ress,1997),253-286

も
参
照
。
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Jam
es

M
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cP
h

erson
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h
e

A
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ist
L

egacy:F
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R
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to
th

e
N

A
A

C
P

(P
rin

ceton
:

P
rin

ceton
U

n
iv.

P
ress,

1975)
143-44;

彼
の
影

響
を
受
け
た
ホ
ワ
イ
ト
も
、
一
九
世
紀
末
に
お
け
る
改
革
者
の
黒
人
問
題
へ
の
再
接

近
を
叙
述
し
て
い
る
。W

h
ite,xi-xv.
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G
erald

W
.

M
cF

arlan
d

,
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h
e

N
ew

Y
ork

M
u

gw
u

m
p

s
of
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A

P
rofile,"

P
olitical

S
cien

ce
Q

u
arterly

73
(M

arch
1963):

40-58;

小
塩
和
人

「"

マ
グ
ワ
ン
プ"
の
社
会
経
済
的
な
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
一
八
八
四
年
の
マ
サ
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四
二



チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
比
較
を
通
し
て
」『
史
境
』
第
一
四
号
（
一

九
八
七
年
三
月
）、
二
三
〜
五
三
頁
。

@4

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
Ｊ
・
タ
ー
ナ
ー
「
ア
メ
リ
カ
史
に
お
け
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
意

義
」
渡
辺
真
治
・
西
崎
京
子
訳
『
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
Ｊ
・
タ
ー
ナ
ー
』
ア
メ
リ
カ
古

典
文
庫
９
（
研
究
社
出
版
、
一
九
七
三
年
）
本
稿
が
参
考
に
し
た
一
九
世
紀
史
の
解

釈
は
、
清
水
知
久
『
ア
メ
リ
カ
帝
国
』（
亜
紀
書
房
、
一
九
六
八
年
）。
清
水
知
久
、

高
橋
章
、
富
田
虎
男
『
ア
メ
リ
カ
史
研
究
入
門
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
七
四
年
）。

高
橋
『
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
』、
二
〜
一
五
頁
。
古
屋
旬
『
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
―
普
遍

国
家
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）、
一
〜
五
二
頁
な

ど
で
あ
る
。
一
九
世
紀
末
の
先
住
民
政
策
全
般
に
関
す
る
我
が
国
で
の
研
究
成
果
は
、

富
田
虎
男
『
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
歴
史
』
第
三
版
（
雄
山
閣
、
一
九
九
七

年
）。
清
水
知
久
『
米
国
先
住
民
の
歴
史
―
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
呼
ば
れ
た
人
び
と
の
苦

難
・
抵
抗
・
希
望
』
増
補
版
（
明
石
書
店
、
一
九
九
二
年
）。
訳
書
と
し
て
、
Ｗ
・

Ｔ
・
ヘ
ー
ガ
ン
『
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
史
』
第
三
版
、
西
村
頼
男
、
野
田
研

一
、
島
川
雅
史
訳
（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
八
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

な
お
、
近
年
ア
メ
リ
カ
西
部
史
は
、
そ
の
歴
史
を
帝
国
の
歴
史
と
し
て
読
み
替
え
て
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る
。P
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32;

一
九
世
紀
の
先
住
民
宣
教
を
帝
国
の
問
題
と
し
て
取
り
扱
っ
た
先
駆
的
論
文
と

し
て
、R

obert
C

raig,
"C

h
ristian

ity
an

d
A

m
erican

E
m

pire:
A

C
ase

S
tu

dy
of

A
m

erican
P
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t

C
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an
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N
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A

m
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A
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C
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R
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J
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u
m

m
er
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41

が
挙
げ
ら
れ
る
。
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C
h

erok
ee

v.
G

eorgia,
U

n
ited

S
tates

R
eport

(1831),
15-20;

In
dian

A
ppropriation

A
ct,

S
tatu

tes
at

large
16,

566
(1871)

;

た
だ
し
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
テ
リ
ト
リ
の
諸
部
族
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
八
年
カ
ー
テ
ィ
ス
法T

h
e

C
u

rtis

A
ct,

S
tatu

tes
at

large
30,
495-519

(1898)

に
よ
る
。
一
八
三
〇
年
代
の
先
住
民

史
に
つ
い
て
は
、
鵜
月
裕
典
「
一
八
三
〇
年
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
強
制
移
住
法
成
立
過
程

の
一
考
察
―
白
人
社
会
内
の
賛
否
両
論
の
検
討
を
中
心
と
し
て
」『
札
幌
学
院
大
学
人

文
学
会
紀
要
』
第
四
八
号
（
一
九
九
〇
年
一
二
月
）、
二
三
〜
五
三
頁
。
鵜
月
裕
典

「
１
８
３
４
年
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
関
連
２
法
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
強
制
移
住
」『
札
幌
学
院

大
学
人
文
学
会
紀
要
』
第
五
二
号
（
一
九
九
二
年
一
二
月
）、
一
七
七
〜
二
〇
五
頁
。

鵜
月
裕
典
「
ジ
ャ
ク
ソ
ン
期
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
強
制
移
住
政
策
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」

『
常
識
の
ア
メ
リ
カ
・
歴
史
の
ア
メ
リ
カ
』
知
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
叢
書
４
（
木
鐸
社
、

一
九
九
三
年
）
を
参
照
。
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R
eform
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e
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ian
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1865-1900

(N
orm

an
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U
n

iversity
of

O
k
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om

a
P

ress,
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132-68;
F

ran
cis

P
au

l
P

ru
ch

a,

T
h

e
G

reat
F

ath
er:

T
h

e
U

n
ited

S
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G
overn

m
en

t
an

d
th

e
A

m
erican

In
d

ian
s,

u
n

abridged
ed.

(L
in

coln
:

U
n

iv.
of

N
ebraska,

1984;
reprin

t,

1995),
611-30;

L
orin

g
B

en
son

P
riest,

U
n

cle
S

am
’s

S
tepch

ild
ren

:
T

h
e

R
eform

er
of

th
e

U
n

ited
S

tates
In

d
ian

P
olicy,

1865-1887
(N

ew
Jersey:

R
u

tgers
C

ollege,
1942);

な
お
、
プ
ル
ー
カ
は
、
一
八
世
紀
以
来
の
先
住
民
改
革

に
一
貫
し
て
「
温
情
主
義

P
a

te
rn

a
lism

」
が
存
在
し
た
と
解
釈
す
る
。
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F
rederick

E
.H
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al

P
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ise:T
h

e
C
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paign

to
th

e
In

d
ian

s,

1880-1920
(L
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:U
n

iv.of
N

ebraska,1984),ii-xviii.
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H
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W
illiam

T
.

H
agan,

T
he

Indian
R

ights
A

ssociation:
T

he
H

erbert
W

elsh

Y
ears,1882-1904

(T
u

cson
:U

n
iv.of

A
rizon

a
P

ress,1985),11-37.

#0

W
illiam

T
.

H
agan,

T
heodore

R
oosevelt

and
S

ix
F

riends
of

the
Indian

(N
orm

an
:U

n
iv.of

O
klah

om
a

P
ress,1997).

#1

P
ru

ch
a,"In

dian
P

olicy,"
141;

モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
出
席
者
に
つ
い
て
、
バ
ー
ジ

ェ
ス
は
博
士
論
文
で
「
東
部
の
上
流
ク
ラ
ス
の
多
様
な
改
革
者
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト

教
利
他
主
義
と
進
歩
的
改
革
の
精
神
を
併
せ
持
っ
た
人
々
」
と
定
義
し
て
い
る
。

L
arry

E
.

B
u

rgess,
"T

h
e

L
ak

e
M

oh
on

k
C

on
feren

ces
on

th
e

In
dian

,

1883-1916"
(P

h
.D

.
diss.,

C
larem

on
t

G
radu

ate
S

ch
ool,
1972),

v;

女
性
先
住

民
改
革
者
に
つ
い
て
は
、
マ
シ
ス
は
中
産
階
級
と
上
流
階
級
女
性
と
定
義
し
、
ワ
ン

ケ
ン
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
中
産
階
級
女
性
と
定
義
し
て
い
る
。H

elen
M

.

W
a

n
k

en
,

"W
om

a
n

’s
S

p
h

er’e
a

n
d

In
d

ia
n

R
eform

:
T

h
e

W
om

en
’s

N
ation

al
In

dian
A

ssociation
1879-1901"

(P
h

.D
.

diss.,
M

arqu
ette

U
n

iv.,
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四
三

一
九
世
紀
末
か
ら
革
新
主
義
時
代
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
東
部
諸
改
革
運
動
の
系
譜



1981);
V

alerie
S

h
erer

M
ath

es,
"N

in
eteen

th
C

en
tu

ry
W

om
en

an
d

R
eform

:T
he

W
om

en’s
N

ationalIndian
A

ssociation,1879-1901,"
A

m
erican

In
d

ian
Q

u
arterly

14
(W

in
ter
1990):1.

#2

H
oxie,84-238.

#3

法
案
の
最
終
審
議
は
、C

on
gress,

S
en

ate,
G

en
eral

A
llotm

en
t

B
ill,
49th

C
on

g.,
1st

sess.,S
.
54

C
on

gression
al

R
ecord

,1632
(8

F
ebru

ary
1887)

を

参
照
。B

u
rgess,19-69;P

ru
ch

a,A
m

erican
In

d
ian

P
olicy,244-252;

一
般
土

地
割
当
て
法
（
通
称
ド
ー
ズ
法
）
に
つ
い
て
は
、

Ｗ
・
Ｅ
・
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
バ
ー
ン

「
ド
ー
ズ
法
と
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
―
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
部
族
制
の
破
壊
」
鵜
月

裕
典
・
西
出
敬
一
訳
『
札
幌
学
院
大
学
人
文
学
会
紀
要
』
第
四
五
号
（
一
九
八
九
年

八
月
）、
二
三
〜
九
一
頁
。
富
田
虎
男
「
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
と
ド
ー
ズ
法
―
比
較

史
的
研
究
の
試
み
」『
札
幌
学
院
大
学
人
文
学
会
紀
要
』
第
四
五
号
（
一
九
八
九
年
八

月
）、
五
〜
二
一
頁
。
富
田
虎
男
「
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
と
ド
ー
ズ
法
―
ジ
ョ
ン
・

バ
チ
ェ
ラ
ー
、
白
仁
武
、
サ
ン
ロ
ッ
テ
」『
札
幌
学
院
大
学
人
文
学
会
紀
要
』
第
四

八
号
（
一
九
九
〇
年
一
二
月
）、
一
〜
二
二
頁
。J

a
n

et
A

.
M

cD
on

n
ell,

T
h

e

D
ispossession

of
th

e
A

m
erican

In
d

ian
,1887-1934

(B
loom

in
gton

:U
n

iv.

of
In

dian
a

P
ress,1991),1-5

を
参
照
。

#4

P
ru

ch
a,A

m
erican

In
d

ian
P

olicy,353-72.

#5

D
avid

W
allace

A
dam

s,
"F

u
n

dam
en

tal
C

on
sideration

s:
T

h
e

D
eep

M
ea

n
in

g
of

N
a

tiv
e

A
m

erica
n

S
ch

oolin
g

,
1881-1900,"

H
a

rva
rd

E
d

u
cation

al
R

eview
58

(Jan
u

ary
1988):

1-27;

Ｂ
Ｉ
Ａ
局
長
報
告
書
に
よ
れ

ば
、
一
八
七
八
年
（
会
計
年
度
）
当
初
の
先
住
民
教
育
予
算
は
三
万
ド
ル
、
一
八
九

三
年
（
会
計
年
度
）
の
予
算
は
二
三
一
万
五
六
一
二
ド
ル
で
あ
っ
た
。D

epartm
en

t

of
In

terior,
B

u
rea

u
of

In
d

ia
n

A
ffa

irs,
A

n
n

u
a

l
R

ep
ort

of
th

e

C
om

m
ission

er
of

In
d

ia
n

A
ffa

irs
to

th
e

S
ecreta

ry
of

th
e

In
terior

(W
ash

in
gton

,D
.C

.:G
P

O
,1893),19.

#6

F
rancis

P
aul

P
rucha,

T
he

C
hurch

and
the

Indian
S

chools,
1888-1912

(L
in

coln
:U

n
iv.of

N
ebraska

P
ress,1979),1-25;

な
お
、
筆
者
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
こ
の
助
成
金
は
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
に
出
席
し
た
長
老
派
教
会
や
ハ
ン
プ
ト
ン
先

住
民
学
校
の
既
得
権
益
で
も
あ
っ
た
。
助
成
制
度
自
体
の
廃
止
の
是
非
を
主
張
す
る

会
議
主
流
派
と
、
彼
ら
は
激
し
く
論
争
し
た
。

#7

先
住
民
改
革
者
と
海
外
植
民
地
支
配
の
関
係
を
述
べ
た
論
文
は
今
の
と
こ
ろ
存
在

し
な
い
。
し
か
し
連
邦
政
策
の
面
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
植
民
地
政
策
と
先
住
民
政
策
の

連
関
を
述
べ
た
先
駆
的
論
文
と
し
て
は
、W

alter
L

.
W

illiam
s,

"U
n

ited
S

tates

In
dian

P
olicy

an
d

th
e

P
h

ilippin
e

A
n

n
exation

:
Im

plication
s

for
th

e

O
rigin

of
A

m
erican

Im
perialism

,"
J

ou
rn

al
of

A
m

erican
H

istory
66

(M
arch

1980):
810-31;

A
n

n
e

P
au

let,
"T

h
e

O
n

ly
G

ood
In

dian
Is

a
D

ead

In
dian

:
T

h
e

U
se

of
U

n
ited

S
tates

In
dian

P
olicy

as
a

G
u

ide
for

th
e

C
on

qu
est

an
d

O
ccu

pation
of

th
e

P
h

ilippin
es
1898-1905"

(P
h

.D
.

diss.,

R
u

tgers
U

n
iv.,1995)

が
あ
る
。

#8

Ｂ
Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、H

enry
E

.F
ritz,T

he
B

oard
ofIndian

C
om

m
issioners

a
n

d
E

th
n

ocen
tric

R
eform

,
ed

s.
J

a
n

e
F

.
S

m
ith

a
n

d
R

ob
ert

M
.

K
van

icka,In
d

ian
W

h
ite

R
elation

s:A
P

ersisten
t

P
arad

ox
(W

ash
in

gton
:

H
ow

ard
U

n
iversity

P
ress,

1981),
57-78;

F
ran

cis
P

au
l

P
ru

ch
a,

In
d

ian

P
olicy

in
th

e
U

n
ited

S
tates

(L
in

coln
:

U
n

iv.
of

N
ebraska

P
ress,

1981),

198-213

を
参
照
。
Ｂ
Ｉ
Ａ
に
つ
い
て
は
、P

au
l

S
tu

art,
T

h
e

In
d

ian
O

ffice:

G
row

th
a

n
d

D
evelop

m
en

t
of

a
n

A
m

erica
n

In
stitu

tion
,

1865-1900,

S
tu

dies
A

m
erican

H
istory

an
d

C
u

ltu
re
12

(A
n

n
A

rbor:
U

M
I

R
esearch

P
ress,1979),55-72

を
参
照
。

#9

再
建
期
の
先
住
民
政
策
に
つ
い
て
は
、M

ardock,
159-67;

R
obert

H
.

K
eller.

Jr.,A
m

erican
P

rotestan
tism

an
d

U
n

ited
S

tates
In

d
ian

P
olicy,1869-82

(L
in

coln
:

U
n

iv.
of

N
ebraska

P
ress,

1983),
189-93;

P
ru

ch
a,

A
m

erican

In
d

ian
P

olicy,30-131;P
ru

ch
a,T

h
e

G
reat

F
ath

er
501-33

を
参
照
。

$0

Ｉ
Ｒ
Ａ
に
つ
い
て
は
、H

agan
,

T
h

e
In

d
ian

R
igh

ts
A

ssociation

を
参
照
。

Ｎ
Ｗ
Ｉ
Ａ
に
つ
い
て
は
、M

ath
es:1-18;W

an
ken

,1-6

を
参
照
。

$1

C
lyde

A
.

M
ilner

II,
A

lbert
K

.
S

m
iley:

F
riend

to
F

riends
of

the
Indians,

ed.
C

lyde
A

.
M

iln
er

II
an

d
F

loyd
A

.
O

'N
eil

in
C

h
u

rch
m

en
an

d
th

e

W
estern

In
d

ian
s,1820-1920

(N
orm

an
,U

n
iv.of

O
klah

om
a

P
ress

1985),

158-9.

$2

会
議
の
書
記
は
、
全
国
刑
務
所
協

N
ationalPrison

A
ssociation

会
や
全
国
慈
善
矯
正
会
議
の
書

N
ation

alC
on

feren
ce

of
C

h
arities

an
d

C
orrection

記
で
も
あ
っ
た

イ
サ
ベ
ル
・
バ
ロ
ー
ズ
が
務
め
た
。

$3

「
保
守
派
」
先
住
民
の
利
益
の
点
か
ら
モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
の
同
化
政
策
に
反
対
し
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た
全
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
防
衛
協
会

N
a

tio
n

a
l

In
d

ia
n

D
e

fe
n

s
e

A
s

s
o

c
ia

tio
n

の
事
務
局
長
も
招
待
さ
れ
た
が
、
出
席
し
て
い
な

い
。Jo

L
ea

W
etherilt

B
ehrens,"T

he
N

ationalIndian
D

efense
A

ssociation

and
C

ouncilF
ire,"

C
hronicles

ofO
klahom

a
75

(Sum
m

er
1997):144.

$4

W
ho

W
as

W
ho

in
A

m
erica,

V
ol.
1,
1897-1942

(C
hicago:

M
arquis,

1943);

W
h

o
W

as
W

h
o

in
A

m
erica,

H
istorical

V
ol.,
1607-1896,

R
evised

E
dition

(C
h

icago:M
arqu

is,1963).

$5

D
iction

ary
of

A
m

erican
B

iograph
y,

vol.
1-20

(N
ew

Y
ork

:
C

h
arles

S
cribn

er’s
S

on
s,
1928-1936);

T
h

e
N

ation
al

C
ycloped

ia
of

A
m

erican

B
iogra

p
h

y,
vol.

1-63
(C

lifton
:

J.
T

.
W

h
ite,

1891-1984);
A

m
erica

n

N
ation

al
B

iograph
y,

vol.
1-24

(N
ew

Y
ork:

O
xford

U
n

iversity
P

ress,

1999).

$6

B
iograph

y
M

aster
In

d
ex

〔database-on
lin

e

〕;available
from

dialog,

〈h
ttp://w

w
w

.dialog.com

〉(Jan
u

ary
14,
2002):

A
ldren

W
h

itm
an

,
ed.,

A
m

erican
R

eform
ers

(N
ew

Y
ork:

H
.

W
.

W
ilson

,
1985);

B
iograph

ical

D
irectory

of
th

e
U

n
ited

S
tates

C
on

gress
〔database-on

lin
e

〕;available

from
In

tern
et,

〈h
ttp://biogu

ide.con
gress.gov/biosearch

/biosearch
.asp

〉

(Jan
u

ary
14,
2003);

B
ru

ce
E

.
J.

O
h

an
sen

an
d

D
on

ald
A

.
G

rin
de,

Jr.,

eds.,
T

h
e

E
n

cycloped
ia

of
N

ative
A

m
erican

B
iograph

y
(N

ew
Y

ork
:

H
en

ry
H

olt
an

d
C

om
pan

y,
1997);

C
arl

W
aldm

an
,

ed.,
B

iograph
ical

D
iction

ary
of

A
m

erican
In

d
ian

H
istory

to
1900

(N
ew

Y
ork:

F
acts

on

F
ile,2001);E

dw
ard

T
.Jam

es,N
otable

A
m

erican
W

om
en

,1607-1950:A

B
iograph

ical
D

iction
ary,

vol.
1-3

(C
am

bridge:
H

arvard
U

n
iv.

P
ress,

1971);H
ow

ard
R

.L
am

ar,T
h

e
N

ew
E

n
cycloped

ia
of

th
e

A
m

erican
W

est

(N
ew

H
ave:

Y
ale

U
n

iv.
P

ress,
1998);

H
en

ry
W

arn
er

B
ow

den
,

ed.,

D
iction

ary
of

A
m

erican
R

eligiou
s

B
iograph

y
(W

estport:
G

reen
w

ood

P
ress,

1977);
W

orld
A

u
th

ors
(N

ew
Y

ork:
W

ilson
,
1975);

Joh
n

F
.

O
h

les,

ed
.,

B
iog

ra
p

h
ica

l
D

iction
a

ry
of

A
m

erica
n

E
d

u
ca

tors,
v

ol.
1-3

(W
estport:G

reen
w

ood
P

ress,1978).

$7

T
he

C
hurch

of
Jesus

C
hrist

of
L

atter-D
ay

Saints,
1880

U
nited

S
tates

C
en

su
s

an
d

N
ation

al
In

d
ex,C

D
-R

O
M

L
ibrary

(S
alt

L
ake

C
ity:F

am
ily

H
istory

L
ibrary,

2001);

こ
の
資
料
は
、
ジ
ニ
オ
ロ
ジ
ー
研
究
が
盛
ん
な
モ
ル
モ

ン
教
会
に
よ
っ
て
近
年
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
般
的
な
世
帯
（
使
用
人
も
含

む
）
の
調
査
記
録
以
外
に
、
学
校
・
刑
務
所
・
救
貧
院
な
ど
の
居
住
者
情
報
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
分
類
記
号(F

ilm
n

u
m

ber)

が

記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
・
セ
ン
サ
ス
を
探
索
す
る
上
で
も
役

立
つ
。
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
・
セ
ン
サ
ス
に
関
し
て
は
、N

ation
al

A
rch

ives
an

d

R
ecords

A
dm

in
istration

(N
A

R
A

)

の
サ
イ
ト
〈h

ttp://w
w

w
.arch

ives.gov

〉

(F
ebru

ary
27
2003)

に
詳
し
い
。

$8

P
ru

ch
a,T

h
e

G
reat

F
ath

er,782-3.

$9

ホ
ブ
ソ
ン
は
、『
帝
国
主
義
論
』
を
公
刊
す
る
前
年
の
一
九
〇
一
年
に
会
議
に
出
席

し
て
い
る
。
会
議
で
は
進
化
論
的
な
人
種
観
に
基
づ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
支
配
の
非

合
理
性
や
、
異
民
族
に
は
急
速
に
は
文
明
化
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
発
言
し
た
。L

ake

M
ohonk

C
onference,

P
roceedings

of
the

20th
A

nnual
M

eeting
of

the
L

ake

M
ohonk

C
onference

ofF
riends

ofthe
Indian,O

ctober
22-24,1903,ed.Isabel

C
.B

arrow
s

(N
ew

Y
ork:L

ake
M

ohonk
C

onference,1903),167-71.

%0

R
obert

F
rancis

E
ngs,

E
ducating

the
D

isfranchised
and

D
isinherited:

S
a

m
u

el
C

h
a

p
m

a
n

A
rm

stron
g

a
n

d
H

a
m

p
ton

In
stitu

te,
1839-1893

(K
n

oxville:U
n

iversity
of

T
en

n
essee

P
ress,1999),87-89.

%1

M
ath

es:5;H
agan

,97.

%2

P
ru

ch
a,T

h
e

G
reat

F
ath

er,611.

%3

た
だ
し
、
研
究
よ
り
も
同
化
政
策
の
遂
行
を
優
先
し
た
民
族
学
者
、
ア
リ
ス
・
フ

レ
ッ
チ
ャ
ー
は
例
外
で
あ
り
、
一
八
八
〇
年
世
代
は
、
彼
女
に
し
ば
し
ば
助
言
を
求

め
た
。R

ebecca
H

an
cock,

"A
lice

C
u

n
n

in
gh

am
F

letch
er,

A
n

th
ropologist

an
d

In
dian

R
igh

ts
R

eform
er"

(P
h

.D
.

diss.,
G

eorge
W

ash
in

gton
U

n
iv.,

1980).

%4

P
ierce

B
eaver,C

hurch,S
tate,and

the
A

m
erican

Indians:T
w

o
and

a
H

alf

C
enturies

of
P

artnership
in

M
issions

betw
een

P
rotestant

C
hurches

and

G
overnm

ent(Saint
L

ouis:C
oncordia

P
ublishing

H
ouse,1966).

%5

M
cF

arlan
d:53-55.

%6

W
ilcom

b
E

.
W

ash
bu

rn
,

ed
.,

H
istory

of
In

d
ia

n
-W

h
ite

R
ela

tion
s,

H
andbook

of
N

orth
A

m
erican

Indians,
vol.
4

(W
ashington:

Sm
ithsonian

In
stitu

tion
,1988),464-500.

45

四
五

一
九
世
紀
末
か
ら
革
新
主
義
時
代
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
東
部
諸
改
革
運
動
の
系
譜



%7

モ
ホ
ン
ク
湖
会
議
に
は
、
ア
メ
リ
カ
制
度
全
国
同
盟
と
呼
ば
れ
る
反
カ
ト
リ
ッ
ク

団
体
の
代
表
が
出
席
し
た
。
こ
の
団
体
に
つ
い
て
は
、Jam

es
M

.K
ing,F

acing
the

T
w

en
tieth

C
en

tu
ry:

O
u

r
C

ou
n

try
It’s

P
eople

an
d

P
eril

(N
ew

Y
ork

:

U
n

ion
L

eagu
e

S
ociety,

1899),
518-42;

Joh
n

H
igh

am
,

S
tran

gers
in

th
e

L
an

d
:

P
attern

s
of

A
m

erican
N

ativism
,

1860-1925
(N

ew
B

ru
n

sw
ick:

R
u

tgers
U

n
iv.P

ress,1955;1992),60,79

を
参
照
。

%8

ボ
ナ
パ
ー
ト
は
、
セ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
権
期
の
司
法
長
官
で
も
あ
っ
た
。

彼
に
つ
い
て
は
、E

ric
F

.
G

old
m

an
,

C
h

a
rles

J
.

B
on

a
p

a
rte:

P
a

tricia
n

R
eform

er
H

is
E

arlier
C

areer,
T

h
e

Joh
n

s
H

opkin
s

U
n

iversity
S

tu
dies

in
H

istorica
l

a
n

d
P

olitica
l

S
cien

ce,
61-2

(B
a

ltim
ore:

T
h

e
J

oh
n

s

H
opkin

s
U

n
iv.P

ress,1943)
を
参
照
。

%9

革
新
主
義
時
代
に
お
け
る
「
反
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
」
の
凋
落
に
つ
い
て
は
、

H
igh

am
,175

を
参
照
。

^0

例
え
ば
、
一
九
〇
三
年
会
議
で
は
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
が
「
結
婚
税
」
を
徴
収
し
て
い
る
疑
惑
に
つ
い
て
討
論
さ
れ
た
。L

ake
M

oh
on

k

C
on

feren
ce,

P
roceed

in
gs

of
th

e
21st

A
n

n
u

a
l

M
eetin

g
of

th
e

L
a

ke

M
oh

on
k

C
on

feren
ce

of
F

rien
d

s
of

th
e

In
d

ian
,

O
ctober

21-23,
1903,

ed.

W
illiam

J.R
ose

(N
ew

Y
ork:L

ake
M

oh
on

k
C

on
feren

ce,1904),87.

^1

ア
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、Ira

V
.B

row
n,L

ym
an

A
bbott:C

hristian
E

volutionist

(W
estp

ort:
G

reen
W

ood
P

ress,
1953;

rep
rin

t,
1970),

65,
115

(p
age

citation
s

are
to

reprin
t

edition
).

^2

こ
れ
ら
の
先
住
民
教
育
に
関
し
て
は
、Jacqueline

F
ear-S

egal,
"N

ineteenth
-

C
en

tu
ry

In
d

ian
E

d
u

cation
:

U
n

iversalism
V

ersu
s

E
volu

tion
ism

,"

J
ou

rn
a

l
of

A
m

erica
n

S
tu

d
ies

33
(S

p
rin

g
1999):

323-41;
D

on
al

F
.

L
in

dsey,
In

d
ian

s
at

H
am

pton
In

stitu
te,

1877-1923
(U

rban
a:

U
n

iv.
of

Illin
ois

P
ress,1995)

を
参
照
。

^3

D
on

ald
J.

D
’E

lia,
"T

h
e

A
rgu

m
en

t
of

th
e

In
dian

or
M

ilitary
In

dian

C
on

trol,
1865-1880,"

T
h

e
H

istorian
24

(F
ebru

ary
1962),

207-25;P
ru

ch
a,

In
dian

P
olicy,

132-68;
P

ru
ch

a,
T

h
e

G
reat

F
ath

er,
549-60;

な
お
、
南
北
戦

争
時
に
北
軍
の
黒
人
連
隊
の
指
揮
官
と
な
っ
た
者
も
出
席
し
て
い
る
。
な
か
で
も
ト

マ
ス
・
モ
ー
ガ
ン
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
プ
ラ
ッ

ト
な
ど
は
一
九
世
紀
末
に
著
名
な
先
住
民
改
革
者
に
な
っ
て
い
る
。

^4

配
偶
者
な
い
し
父
親
の
職
業
は
、
女
性
出
席
者
総
数
の
五
一
％
に
つ
い
て
判
明
し

た
。
そ
の
内
訳
は
以
下
の
と
お
り
。

^5

婦
人
伝
道
に
関
し
て
は
、
小
檜
山
ル
イ
『
ア
メ
リ
カ
婦
人
宣
教
師
―
来
日
の
背
景

と
そ
の
影
響
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
）、
三
四
〜
四
二
頁
に
詳
し
い
。

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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四
六

実
業
家
（
一
六
七
人
）、
教
育
者
（
五
九
人
）、
牧
師
（
七
二
人
）、
政
治
家
・
官
僚

（
三
二
人
）、
雑
誌
編
集
者
（
二
七
人
）、
専
門
職
（
一
六
人
）、
そ
の
他
（
一
五
人
）

【

【


